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第1章  TimeTracker FX Web API の概要 

 

 はじめに 1.1

TimeTracker FX Web APIは、TimeTracker FXのデータにWebを通してアクセスする

ための API です。TimeTracker FX がインストールされていない PC からでも、データを

取得して確認したり、あるいは他のシステムに取り込んで活用するといった運用が可能に

なります。データを取得するだけでなく、データの新規作成や更新にも対応しており、API

の活用次第で工数管理・プロジェクト管理ツールとしてはもとより、業務システムの一部

としての運用も可能になります。この APIは RESTの仕組みに基づいています。 

本書は、TimeTracker FX Web API を利用して TimeTracker FXのデータを操作するプ

ログラムを開発しようとする方のためのガイドです。以下に関する基本的知識を有するこ

とを前提としています。 

 ソフトウェア開発 

 Web API 

 TimeTracker FX 

 

 対象バージョン 1.2

本書は、TimeTracker FX 3.8のWeb APIを対象としています。 

 

 本書での表記 1.3

 Web API 

TimeTracker FX Web APIを示します。 

これ以降の記述では、一般的な概念としてのWeb APIは出てきません。 

 URI 

httpプロトコルや httpsプロトロルを使用して、指定したサーバーと通信するため 

の記述方式です。 

 

 データ形式 1.4

Web APIで扱う TimeTracker FXのデータは XMLならびに JSONの形式となります。

形式により設定する URIは異なり、以下のようになります。 

 

 XMLを使用する場合 

http://ホスト名/Webサイト名/xmlWebService.svc/API名 

 JSONを使用する場合 

http://ホスト名/Webサイト名/jsonWebService.svc/API名 
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URIに示したホスト名、Webサイト名、API名はそれぞれ以下の内容を示します。 

名称 説明 

ホスト名 Web APIをインストールしたマシンの名前 

Webサイト名 Web APIを実行するWebサイトの名前 

API名 Web APIのオブジェクトや制御文で構成される文字列 

 

 認証方式 1.5

Web APIを実行する際には TimeTracker FXのアカウント名とパスワードを用いて認証

します。認証方式は、Basic 認証に対応しています。また、ブラウザ上で実行される Web

アプリケーションの場合は、OAuth 2.0による認証にも対応しています。OAuth 2.0によ

る認証の詳細は「2.4 OAuth認証の設定」を参照してください。 

通信は httpsにより内容を暗号化して運用できます。 

なお、TimeTracker FXで Active Directory連携の機能を有効としている場合は、認証時

のパスワードにアカウント名と対応する Active Directoryのパスワードを指定します。 

 

 Web API利用時の制約 1.6

1.6.1 Web APIの認証に使用できない文字列 

Web APIのログインに使用する TimeTracker FXのアカウントには、ログイン名とパス

ワードのいずれにもコロン(：)を使用しないでください。ログイン名やパスワードにコロン

を含むアカウントを使用すると認証に失敗します。 

 

1.6.2 権限およびエディション 

Web APIを実行する際には、認証に使用したアカウントの権限が適用されます。また、

Standard Editionの場合は一部の機能を利用できません。 

実行に必要な権限の詳細は、「4.1.5 操作に必要な権限」を参照してください。 

 

1.6.3 通信データ量 

Web APIでは、一回の通信で処理可能な最大データ量は 2GBです。データ量が 2GBを

超える場合はエラーとなりますので、その場合は複数回に分けて実行してください。 

 

1.6.4 接続数 

Web APIに同時に接続可能なユーザー数は、実行環境のマシンスペックに依存します。

接続数がWebサーバーで設定した最大同時接続数を超えた場合や、接続数がシステムリソ

ースの数を超えた場合はエラーを返します。  
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第2章  実行準備 

この章では、Web APIを実際に使用するために必要な手順について説明します。 

 

 運用イメージ 2.1

Web APIを使用するにはWebサーバーが必要です。Web APIをインストールするWeb

サーバーは TimeTracker FX のサーバーと同じマシンあるいは別のマシンのどちらでも運

用可能です。具体的には、以下の 2パターンとなります。 

 別のサーバーで運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こちらのインストール手順は「2.3.1 別のサーバーで運用」を参照してください。 

 

 同一サーバーで運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こちらのインストール手順は「2.3.2 同一サーバーで運用」を参照してください。 

  

Webサーバー 

他のサーバー 

（例：勤怠管理システム） 

TimeTracker FXサーバー 

Webサーバー 

TimeTracker FXサーバー 

Web APIを使用 

TimeTracker FXのデータを 

取得・更新 

実行結果を送信 

Web APIの結果を送信 

他のサーバー 

（例：勤怠管理システム） 

Web APIを使用 

Web APIの結果を送信 

TimeTracker FX のデータを 

取得・更新 
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 動作保証環境 2.2

Web APIの動作保証環境は以下の通りです。 

分類 製品・バージョン 

OS Windows Server 2003 (x86) 

Windows Server 2003 R2 (x86) 

Windows Server 2008 (x86) 

Windows Server 2008 R2 (x64) 

Windows Server 2012 (x64) 

Windows Server 2012 R2 (x64) 

※いずれも日本語版のみ、対象エディションは Standard / 

Essentials / Enterprise。 

Webサーバー Internet Information Services 6 / 7 / 7.5 / 8 / 8.5 

アプリケーション

フレームワーク 

.NET Framework 4 / 4.5 

 

なお、「2.1 運用イメージ」の「同一サーバーで運用」の場合は別途.NET Framework 2.0

をインストールしてください。 

 

 インストール手順 2.3

Web APIのインストールには、以下のようなパターンがあります。 

 新規にWeb APIをインストールする 

 インストール済みのWeb APIが存在する状態で、新規に追加する 

 

どちらの場合も同じ手順でインストールできます。 

「2.1 運用イメージ」の「別のサーバーで運用」の構成にする場合は、「2.3.1 別のサー

バーで運用」の手順に従って実行してください。「同一サーバーで運用」の構成にする場合

は、「2.3.2 同一サーバーで運用」の手順に従って実行してください。 

 

2.3.1 別のサーバーで運用 

Web APIをインストールするWebサーバーとTimeTracker FXのサーバーを別のサーバ

ーマシンにして運用する場合に実施する手順です。以下の手順は全てWebサーバーで行い

ます。 

 

1. IISをインストールします。 

2. Web APIをインストールします。 

① TimeTrackerFXWebAPISetup.exeを実行します。 
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② インストールウィザードが表示されます。[次へ]をクリックします。 

③ [使用許諾契約書]が表示されます。[使用許諾契約の条項に同意します]にチェ

ックし、[次へ]をクリックします。 

④ [サーバ設定ファイルの選択]画面が表示されます。 

[参照]をクリックし、Web APIが接続する TimeTracker FXサーバーのサー

バ設定ファイルを指定します。その後[次へ]をクリックします。 

⑤ [インストール先のフォルダ]画面が表示されます。 

[アプリケーション名]にWebサイト名とする文字列を指定し、[次へ]をクリッ

クします。 

※すでにインストールしたWeb APIがある場合は必ず別の名前にしてくださ

い。 

⑥ ここまでで必要な入力項目の設定が完了しました。 [インストール]をクリッ

クしてインストール処理を開始します。 

⑦ インストール途中でUACによるコンピューターの変更許可を聞かれたら、[は

い]を選択します。 

⑧ インストールが完了すると、完了画面が表示されます。 

[完了]をクリックしてインストールウィザードを終了します。 

⑨ インストール後、再起動を促すダイアログが表示されます。Web APIをすぐ

に利用する場合は、[はい]を選択します。 

 

2.3.2 同一サーバーで運用 

Web APIをインストールするWebサーバーとTimeTracker FXのサーバーを同じサーバ

ーマシンにして運用する場合に実施する手順です。以下の手順は全てWebサーバーで行い

ます。 

 

1. IISをインストールします。 

2. TimeTracker FXをインストールします。 

  詳細はセットアップガイドを参照してください。 

3. Web APIをインストールします。 

  詳細は「2.3.1 別のサーバーで運用」の手順 2を参照してください。 

 

2.3.3 既存のインストール済みWeb APIの上書きインストールについて 

インストール済みのWeb APIの名前やURIを最新バージョンでも継続して使用する場合

は、以下の手順で行ってください。 
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1. 既存のWeb APIをアンインストールします。 

2. 最新バージョンのWeb APIをインストールします。 

  インストール時に元のWeb APIで使用していた名前を指定します。 

 

既存のWeb APIをアンインストールせずに元のWeb APIと同じ名前を指定すると、元

のWeb APIが上書きされます。しかしながら、Web APIが 2つインストールされた状態に

なり、その後の管理に支障が生じます。そのため、元のWeb APIと同じ名前を指定する場

合は必ず最初にアンインストールを実施してください。 

 

 OAuth認証の設定 2.4

OAuth認証を使用してWeb APIを利用する場合、Web サーバーの設定とWeb APIを利

用するアプリケーションの設定が必要となります。その設定内容について説明します。 

 

2.4.1 Webサーバーでの設定 

Web APIを使用するアプリケーションに対してクライアント IDを発行します。 

クライアント IDの発行は、以下の XMLファイルを編集して行います。 

(Web APIのインストールフォルダ)¥App_Data¥OAuth20_Clients.xml 

 Web APIのインストールフォルダは初期設定では以下の場所となります。 

  C:¥Inetpub¥wwwroot¥TimeTrackerFXWebAPI3.8.0 

 

OAuth20_Client.xml において、下表の項目を clientタグの要素として記載例のように記

述します。 

パラメータ 必須 説明 

client_id 
○ 

利用者が認可コード発行時に指定するクライアント ID。 

任意の値を設定します。 

application_name 
－ 

利用者が Web API を使用して構築するアプリケーションの

名前を指定します。 

redirect_url 

－ 

アクセストークン発行時にクライアント IDと突き合わせて

リダイレクト先が有効か確認し、使用するための URI。 

設定しない場合は、リダイレクト先の有効確認は行いませ

ん。 
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 OAuth20_Clients.xml の記載例 

<?xml version="1.0" standalone="yes"?> 

<OAuth20_Clients> 

 

 <client> 

  <client_id>default_client</client_id> 

  <application_name></application_name> 

  <redirect_url></redirect_url> 

 </client> 

 

</OAuth20_Clients> 

 

2.4.2 Web APIを利用するアプリケーションの設定 

Web APIを利用するアプリケーションで認可コードの発行とアクセストークンの発行を

行ってください。 

 

2.4.2.1 認可コードの発行 

Web APIを利用するアプリケーションの実行時に、以下のURIに TimeTracker FXのロ

グイン名とパスワードでログインします。クライアント IDおよびリダイレクトURIには、

Webサーバーで設定した情報を指定します。 

リダイレクト URI は認証結果をアプリケーションに送信するための URI です。例えば、

アプリケーションが http://www.myWebServer.co.jp/WebAPI/application.htm の一部として動作

していた場合、この URIがリダイレクト URIとなります。 

 

 http://ホスト名 /Webサイト名/xmlWebService.svc/OAuth/authorize?response_type=code&client_i

d=[クライアント ID]&redirect_uri=[リダイレクト URI] 

 

ログインに成功すると、リダイレクト URI に対して発行した認可コードを含む応答が返

ります。 

 

2.4.2.2 アクセストークンの発行 

「2.4.2.1 認可コードの発行」で取得した認可コードを使用して、POSTメソッドで以下

のリクエストを行います。この時のリダイレクト URI もアプリケーションに送信するため

の URIとなります。 

 

 リクエストヘッダ 

POST  /Webサイト名/xmlWebService.svc/OAuth/token HTTP/1.1 

Host: ホスト名 

Content-Type: application/x-www-form-urlencoded;charset=UTF-8 
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 リクエストボディ 

grant_type=authorization_code&code=[認可コード]&redirect_uri=[リダイレクト URI] 

 

有効な認可コードおよびリダイレクト URI が指定された場合は、発行したアクセストー

クンとアクセストークンの有効期限がレスポンスとして返されます。 

取得したアクセストークンをWeb API実行時のリクエストヘッダに設定してご利用くだ

さい。 

 

2.4.3 OAuth認証でのエラー 

OAuth認証でエラーとなる場合は、Webサーバーのレスポンスコードである 400と合わ

せて、以下のエラーレスポンスを返します。 

 

エラーレスポンス エラーケース 

unauthorized_client 認可コード発行時に登録されていないクライアント ID が指

定された。 

unsupported_grant_type 認可コード発行が許可されていない。 

invalid_grant クライアント ID 発行時に登録されているリダイレクト URI

と利用者から指定されたリダイレクト URIが一致しない。 

指定された認可コードが期限切れ。 

 

また、Web API実行時にリクエストヘッダに設定されたアクセストークンが無効な場合

や期限切れの場合は、Web サーバーのレスポンスコードである 401 が返されます。このと

きは再度 OAuth認証を行い、アクセストークンを発行してください。 
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第3章  サンプルコード 

本章では、Web API を実際に使用して TimeTracker FXのデータを操作するサンプルコ

ードを紹介します。 

 

 サンプルコードの概要 3.1

このサンプルコードでは、以下のデータを操作するためのプログラムとして C#での実装

例を紹介しています。 

1. アカウント 

2. プロジェクト 

3. 実績工数 

4. システム設定 

 

 サンプルコードの構成 3.2

サンプルコードの各処理は、それぞれ以下の 2つの部分に分けて実装されています。 

 呼び出し部 

Web API を実行するために必要な情報（URI、入出力ファイル、新規作成用データ

など）を定義しています。 

その情報を入力としてWeb API実行部のメソッドを呼び出します。 

 Web API実行部 

呼び出し部で設定された情報を入力として、Web APIのメソッドを実行します。 

 

 補足事項 3.3

次節以降のサンプルコードを実行するには、以下の名前空間の宣言が必要です。 

 

// 追加する名前空間 
using System.Collections; 
using System.IO; 

using System.Net; 
using System.Text; 
using System.Xml; 

using System.Xml.Linq; 
 

このサンプルコードではすべてBasic認証を使用しており、ログインユーザは okamoto、

パスワードは空文字としています。また、サンプルコードの URI におけるホスト名ならび

にWebサイト名は仮のものです。実際の環境に合わせて指定してください。 
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 サンプルコード（アカウント） 3.4

3.4.1 概要 

アカウント操作のサンプルコードでは以下の処理を行っています。 

操作 詳細 

アカウントを

取得する 

説明 アカウントの一覧を CSVファイルに出力します。 

呼び出し部 GetAccountData( ) 

Web API実行部 GetAccountData(string url) 

アカウントを

更新する 
説明 

指定したアカウントの属性（組織、コスト単価など）

を更新します。 

呼び出し部 UpdateAccountData( ) 

Web API実行部 
UpdateAccountData(string url, int accountId, XDocument 

xml) 

アカウントを

作成する 
説明 

CSV ファイルの内容に基づき、新規のアカウントを作

成（追加）します。 

呼び出し部 AddAccountData( ) 

Web API実行部 AddAccountData(string url, string csvFile) 

 

3.4.2 サンプルコード 

 
#region アカウント取得 

 
/// <summary> 
/// アカウントを取得する 

/// </summary> 
private void GetAccountData() 
{ 

    // アカウント取得(GET)用の URL 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts?limit=0
"; 

     
    // アカウント情報を取得する 
    string data = GetAccountData(url); 

 
    // 出力するファイル名 
    string fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥accountlist.xml"; 

 
    // 取得したアカウント情報をファイルに出力する 
    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 

    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 
    sw.Write(data); 
    sw.Close(); 

} 
 
/// <summary> 

/// アカウントを取得する 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL</param> 

/// <returns>アカウントデータ</returns> 
private string GetAccountData(string url) 
{ 
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    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 

    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 

    // リクエストを作成する 
    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
    req.PreAuthenticate = true; 

    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 
    req.Method = "GET"; 
 

    // レスポンスを取得する 
    WebResponse res = req.GetResponse(); 
    Stream st = res.GetResponseStream(); 

    StreamReader sr = new StreamReader(st); 
    string ret = sr.ReadToEnd(); 
    sr.Close(); 

    st.Close(); 
    res.Close(); 
 

    return ret;             
} 
 

#endregion アカウント取得 
 
#region アカウント更新 

 
/// <summary> 
/// アカウントを更新する 

/// </summary> 
private void UpdateAccountData() 
{ 

    // アカウント更新(PUT)用の URL 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts/"; 
 

    // 更新内容を定義する 
    // （組織・役割・コスト単価を変更） 
    int accountId = 12; // 更新対象のアカウント ID 

    XDocument xml = new XDocument( 
        new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
        new XElement("account", 

            new XElement("name", "植田 信貴"), 
            new XElement("code", "009"), 
            new XElement("loginName", "ueda"), 

            new XElement("sectionId", 4), 
            new XElement("roleId", 3), 
            new XElement("unitCost", 8000) 

        ) 
    ); 
 

    // アカウントのデータを更新する 
    string ret = UpdateAccountData(url, accountId, xml); 
 

    // 処理結果を画面に出力する 
    // （labelResultは画面上に設定されたオブジェクト） 
    labelResult.Text = "アカウントの更新が完了しました。"; 

 
    // 追加後のアカウント一覧情報を取得する 
    GetAccountData(); 

} 
 
/// <summary> 

/// アカウントを更新する 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL</param> 

/// <param name="accountId">更新対象のアカウント ID</param> 
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/// <param name="xml">更新データ（XML形式）</param> 

/// <returns></returns> 
private string UpdateAccountData(string url, int accountId, XDocument xml) 
{ 

    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 
    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 

 
    // XMLデータを送信可能な型に変換する 
    byte[] data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 

 
    // リクエストを作成する（ID 12のアカウントデータを更新） 
    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(string.Concat(url, accountId.ToString

())); 
    req.PreAuthenticate = true; 
    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 

    req.Method = "PUT"; 
    req.ContentType = "application/xml"; 
    req.ContentLength = data.Length; 

 
    // 更新データを書き込む 
    Stream st = req.GetRequestStream(); 

    st.Write(data, 0, data.Length); 
    st.Close(); 
 

    // レスポンスを取得する 
    WebResponse res = req.GetResponse(); 
    Stream resst = res.GetResponseStream(); 

    StreamReader sr = new StreamReader(resst); 
    string ret = sr.ReadToEnd(); 
    sr.Close(); 

    resst.Close(); 
    res.Close(); 
 

    // 正常に終了した場合は空文字が返る 
    return ret; 
} 

 
#endregion アカウント更新 
 

#region アカウント作成 
 
/// <summary> 

/// アカウントを追加する 
/// </summary> 
private void AddAccountData() 

{ 
    // アカウント追加(POST)用の URL 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts"; 

 
    // 追加するアカウントのデータを格納した CSVファイルを指定する 
    string csvFile = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥accounts.csv"; 

 
    // アカウントを追加する 
    ArrayList ret = AddAccountData(url, csvFile); 

 
    // 追加されたアカウントの ID値は retに格納されるので、 
    // 必要に応じて画面に出力することなどが可能 

 
    // 追加後のアカウント一覧情報を取得する 
    GetAccountData(); 

} 
 
/// <summary> 

/// アカウントを追加する 
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/// </summary> 

/// <param name="url">API実行用 URL</param> 
/// <param name="csvFile">追加アカウントのデータが格納された CSVファイル名</param> 
/// <returns>追加したアカウント IDのリスト</returns> 

private ArrayList AddAccountData(string url, string csvFile) 
{ 
    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 

    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 

    // アカウント情報が格納された CSVファイルを読み込む 
    StreamReader csvsr = new StreamReader(csvFile, Encoding.GetEncoding("Shift_JIS")); 
 

    // レスポンス（追加した IDのリスト）を格納するための配列 
    ArrayList idList = new ArrayList(); 
 

    // 1行ずつデータを追加する 
    while(csvsr.EndOfStream == false) 
    { 

        string line = csvsr.ReadLine(); 
        string[] fields = line.Split(','); 
 

        // 各フィールドの値を取得する 
        string name = fields[0];    // アカウント名 
        string code = fields[1];    // アカウントコード 

        string loginName = fields[2];   // ログイン名 
        int sectionId = Convert.ToInt32(fields[3]); // 組織 ID 
        int roleId = Convert.ToInt32(fields[4]);    // 役割 ID 

        int unitCost = Convert.ToInt32(fields[5]);  // コスト単価 
 
        // 送信用の XMLデータを作成する 

        XDocument xml = new XDocument( 
            new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
            new XElement("account", 

                new XElement("name", name), 
                new XElement("code", code), 
                new XElement("loginName", loginName), 

                new XElement("sectionId", sectionId), 
                new XElement("roleId", roleId), 
                new XElement("unitCost", unitCost) 

            ) 
        ); 
 

        // 作成した XMLデータを送信可能な型に変換する 
        byte[] data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 
 

        // リクエストを作成する 
        HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
        req.PreAuthenticate = true; 

        req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 
        req.Method = "POST"; 
        req.ContentType = "application/xml"; 

        req.ContentLength = data.Length; 
 
        // 追加データを書き込む 

        Stream st = req.GetRequestStream(); 
        st.Write(data, 0, data.Length); 
        st.Close(); 

 
        // レスポンスを取得する 
        WebResponse res = req.GetResponse(); 

        Stream resst = res.GetResponseStream(); 
        StreamReader sr = new StreamReader(resst); 
        idList.Add(sr.ReadToEnd()); // 追加した IDをリストに追加しておく 
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        sr.Close(); 

        resst.Close(); 
        res.Close(); 
    } 

    return idList; 
} 
 

#endregion アカウント作成 
 

 

3.4.3 参照ファイルの定義例 

上記のサンプルコードで使用する CSVファイルの定義例を紹介します。 

 accounts.csv 

アカウント情報を追加する際に読み込む csvファイルです。 

サンプルコードでは、左から「アカウント名」「アカウントコード」「ログイン名」

「組織 ID」「役割 ID」「コスト単価」の順に並んでいることを前提とした処理にな

っています。 

 サンプルアカウント 1,S-001,sample1,3,4,5000 
 サンプルアカウント 2,S-002,sample2,3,4,5000 
 サンプルアカウント 3,S-003,sample3,3,5,4000 
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 サンプルコード（プロジェクト） 3.5

3.5.1 概要 

プロジェクト操作のサンプルコードでは以下の処理を行っています。 

操作 詳細 

プロジェクト

を取得する 

説明 プロジェクトの一覧を XML ファイルに出力します。 

呼び出し部 GetProjectData( ) 

Web API実行部 GetProjectData(string url) 

WBS を取得す

る 
説明 

指定したプロジェクトの WBS を XML ファイルに出力

します。 

呼び出し部 GetProjectWBSData( ) 

Web API実行部 GetProjectData(string url) 

プロジェクト

を作成する 
説明 

プロジェクトを新規に作成します。 

メンバや WBS も合わせて登録します。 

呼び出し部 AddProjectData( ) 

Web API実行部 

AddProjectData(string url, string csvProject, int[ ] 

members, XDocument xmlWBS) 

ExecuteAddProjectRequest(string url, XDocument xml, 

string method) 

 

3.5.2 サンプルコード 

 

#region プロジェクト取得 
 
/// <summary> 

/// プロジェクトを取得する 
/// </summary> 
private void GetProjectData() 

{ 
    // プロジェクトデータ取得(GET)用の URL 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects?limit=0"; 

 
    // プロジェクトデータを取得する 
    string data = GetProjectData(url); 

 
    // 出力するファイル名 
    string fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥projectlist.xml"; 

 
    // 取得したプロジェクトデータをファイルに出力する 
    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 

    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 
    sw.Write(data); 
    sw.Close(); 

} 
 
/// <summary> 

/// WBSを取得する 
/// </summary> 
private void GetProjectWBSData() 

{ 
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    // プロジェクトデータ取得(GET)用の URL 

    //  - ID 4のプロジェクトを指定 
    //  - 取得データ数の上限を 1000に設定 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes?limi

t=1000"; 
 
    // プロジェクトデータを取得する 

    string data = GetProjectData(url); 
 
    // 出力するファイル名 

    string fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥projectwbslist.xml"; 
 
    // 取得したプロジェクトデータをファイルに出力する 

    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 
    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 
    sw.Write(data); 

    sw.Close(); 
} 
 

/// <summary> 
/// プロジェクトデータを取得する 
/// </summary> 

/// <param name="url">API実行用 URL</param> 
/// <returns>プロジェクトデータ(XML)</returns> 
private string GetProjectData(string url) 

{ 
    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 
    string user = "okamoto"; 

    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 
    // リクエストを作成する 

    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
    req.PreAuthenticate = true; 
    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 

    req.Method = "GET"; 
 
    // レスポンスを取得する 

    WebResponse res = req.GetResponse(); 
    Stream st = res.GetResponseStream(); 
    StreamReader sr = new StreamReader(st); 

    string ret = sr.ReadToEnd(); 
    sr.Close(); 
    st.Close(); 

    res.Close(); 
 
    return ret; 

} 
 
#endregion プロジェクト取得 

 
#region プロジェクト作成 
 

/// <summary> 
/// プロジェクトを新規に作成する 
/// </summary> 

private void AddProjectData() 
{ 
    // プロジェクトデータ追加(POST)用の URL 

    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects"; 
 
    // 追加するプロジェクトのデータを格納した CSVファイルを指定する 

    string csvProject = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥projects.csv"; 
 
    // 各プロジェクトに登録するメンバーのアカウント IDを指定する 

    int[] members = new int[] { 4, 30, 31 }; 
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    // プロジェクト WBS（標準 WBS）を定義する 
    //   WBSの構成は以下の通り 
    //     + 外部仕様 

    //      -- 外部仕様書作成 
    //      -- 外部仕様レビュー 
    XDocument xmlWBS = new XDocument( 

        new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
        new XElement("wbsnodes", 
            new XElement("wbsnode", 

                new XElement("name", "外部仕様"), 
                new XElement("code", "SPEC"), 
                new XElement("kind", "taskPackage"), 

                new XElement("children", 
                    new XElement("wbsnode", 
                        new XElement("name", "外部仕様書作成"), 

                        new XElement("code", "SPEC-01"), 
                        new XElement("kind", "task") 
                    ), 

                    new XElement("wbsnode", 
                        new XElement("name", "外部仕様レビュー"), 
                        new XElement("code", "SPEC-02"), 

                        new XElement("kind", "task") 
                    ) 
                ) 

            ) 
        ) 
    ); 

 
    // プロジェクトを作成する 
    ArrayList ret = AddProjectData(url, csvProject, members, xmlWBS); 

 
    // 作成されたプロジェクトの ID値は retに格納されるので、 
    // 必要に応じて画面に出力することなどが可能 

} 
 
/// <summary> 

/// プロジェクトを新規に作成する 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL（プロジェクト作成）</param> 

/// <param name="csvProject">作成するプロジェクトデータ(CSVファイル)</param> 
/// <param name="members">各プロジェクトに登録するメンバー（アカウント ID）</param> 
/// <param name="xmlWBS">各プロジェクトに登録する WBS(XML)</param> 

/// <returns>作成したプロジェクトの ID</returns> 
private ArrayList AddProjectData(string url, string csvProject, int[] members, XDocument xmlWBS) 
{ 

    // レスポンス（追加した IDのリスト）を格納するための配列 
    ArrayList IdList = new ArrayList(); 
 

    // プロジェクト情報が格納された CSVファイルを読み込む 
    StreamReader csvsr = new StreamReader(csvProject, Encoding.GetEncoding("Shift_JIS")); 
 

    // 1行ずつデータを追加する 
    while (csvsr.EndOfStream == false) 
    { 

        string line = csvsr.ReadLine(); 
        string[] fields = line.Split(','); 
 

        // ========================== 
        // ====== プロジェクト ====== 
        // ========================== 

 
        // 送信用の XMLデータを作成する 
        // プロジェクトの CSVファイルには以下の順序で定義されているものとする 

        //   プロジェクト名、プロジェクトコード、マネージャ ID、計画開始日、計画終了日 
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        XDocument xml = new XDocument( 

            new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
            new XElement("project", 
                new XElement("name", fields[0]), 

                new XElement("code", fields[1]), 
                new XElement("managerId", fields[2]), 
                new XElement("plannedStartDate", fields[3]), 

                new XElement("plannedFinishDate", fields[4]) 
            ) 
        ); 

 
        // プロジェクトを作成する 
        int id = ExecuteAddProjectRequest(url, xml, "POST"); 

 
        IdList.Add(id.ToString()); // 追加した IDをリストに追加しておく 
 

        // ====================== 
        // ====== メンバー ====== 
        // ====================== 

 
        // 各プロジェクトに共通のメンバーを登録する 
        foreach (int accountId in members) 

        { 
            // 各アカウントの XMLデータを作成する 
            xml = new XDocument( 

                new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
                new XElement("member", 
                    new XElement("accountId", accountId.ToString()) 

                ) 
            ); 
 

            // メンバー追加(POST)用の URL 
            string urlMember = url + "/" + id.ToString() + "/members"; 
 

            // メンバーを登録する 
            ExecuteAddProjectRequest(urlMember, xml, "POST"); 
        } 

 
        // ================= 
        // ====== WBS ====== 

        // ================= 
 
        // WBS一括追加(PUT)用の URL（ルートノード直下に追加する） 

        string urlWBS = url + "/" + id.ToString() + "/wbsnodes/massUpdate/-1?insertMode=children"; 
 
        // WBSを登録する 

        ExecuteAddProjectRequest(urlWBS, xmlWBS, "PUT"); 
    } 
 

    return IdList; 
} 
 

/// <summary> 
/// プロジェクト新規作成のリクエストを実行する 
/// </summary> 

/// <param name="url">API実行用 URL</param> 
/// <param name="xml">作成するデータ(XML)</param> 
/// <param name="method">実行する Web APIのメソッド(POST, PUT)</param> 

/// <returns>追加したオブジェクトの ID</returns> 
private int ExecuteAddProjectRequest(string url, XDocument xml, string method) 
{ 

    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 
    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 
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    // XMLデータを送信可能な型に変換する 

    byte[] data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 
 
    // リクエストを作成する 

    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
    req.PreAuthenticate = true; 
    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 

    req.Method = method; 
    req.ContentType = "application/xml"; 
    req.ContentLength = data.Length; 

 
    // 追加データを書き込む 
    Stream st = req.GetRequestStream(); 

    st.Write(data, 0, data.Length); 
    st.Close(); 
 

    // レスポンスを取得する 
    WebResponse res = req.GetResponse(); 
    Stream resst = res.GetResponseStream(); 

    StreamReader sr = new StreamReader(resst); 
    string resvalue = sr.ReadToEnd(); 
    sr.Close(); 

    resst.Close(); 
    res.Close(); 
 

    // 追加した ID情報を戻り値とする（POSTの場合のみ） 
    int ret = 0; 
    if (method == "POST") 

    { 
        resvalue = resvalue.Trim('"'); // ID値の前後に付加されているダブルクォーテーションを除去する 
        ret = Convert.ToInt32(resvalue); 

    } 
 
    return ret; 

} 
 
#endregion プロジェクト作成 

 

 

3.5.3 参照ファイルの定義例 

上記のサンプルコードで使用する CSVファイルの定義例を紹介します。 

 projects.csv 

プロジェクトを新規に作成する際に読み込む csvファイルです。 

サンプルコードでは、左から「プロジェクト名」「プロジェクトコード」「マネージ

ャ ID」「計画開始日」「計画終了日」の順に並んでいることを前提とした処理にな

っています。 

 サンプルプロジェクト 1,SAMPLE-001,10,2013/7/1,2014/3/31 

 サンプルプロジェクト 2,SAMPLE-002,10,2013/8/1,2014/3/31 
 サンプルプロジェクト 3,SAMPLE-003,10,2013/9/1,2014/3/31 
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 サンプルコード（実績工数） 3.6

3.6.1 概要 

実績工数操作のサンプルコードでは以下の処理を行っています。 

操作 詳細 

個別の実績単位で

実績工数データを

取得する 

説明 

指定したアカウントを対象に、タイムシートで入

力される個別の実績単位で実績工数データを

XMLファイルに出力します。 

呼び出し部 GetActualTime( ) 

Web API実行部 GetActualTime(string url, string start, string finish) 

日単位で実績工数

データを取得する 
説明 

指定したアカウントを対象に、日単位で集計した

実績工数データを XMLファイルに出力します。 

呼び出し部 GetDailyActualTime( ) 

Web API実行部 GetActualTime(string url, string start, string finish) 

実績工数を追加す

る 

説明 指定したアカウントの実績工数を追加します。 

呼び出し部 AddActualTime( ) 

Web API実行部 AddActualTime(string url, string csvFile) 

実績工数を追加し、

タスクの進捗率を

設定する 

説明 
指定したアカウントの実績工数を追加します。 

タスクの進捗率も同時に設定します。 

呼び出し部 AddActualTimeProgress( ) 

Web API実行部 
AddActualTimeProgress(string url, string urlTask, 

string csvFile) 

 

3.6.2 サンプルコード 

 
#region 実績工数取得 
 

/// <summary> 
/// 実績工数データを取得する（実績単位） 
/// </summary> 

private void GetActualTime() 
{ 
    // アカウントデータ取得用の URL（ID10のアカウントを指定） 

    //   指定した期間のデータを実績単位で取得する 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes?
limit=0"; 

    string start = "2013-07-01";  // 取得対象期間（開始日） 
    string finish = "2013-07-31"; // 取得対象期間（終了日） 
 

    // アカウントデータを取得する 
    string data = GetActualTime(url, start, finish); 
 

    // 出力するファイル名 
    string fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥ActualTime.xml"; 
 

    // 取得したアカウントデータをファイルに出力する 
    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 
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    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 

    sw.Write(data); 
    sw.Close(); 
} 

 
/// <summary> 
/// 実績工数データを取得する（日単位） 

/// </summary> 
private void GetDailyActualTime() 
{ 

    // アカウントデータ取得用の URL（ID10のアカウントを指定） 
    //   指定した期間のデータを日単位で取得する 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/dailyActualT

imes?limit=0"; 
    string start = "2013-07-01";  // 取得対象期間（開始日） 
    string finish = "2013-07-31"; // 取得対象期間（終了日） 

 
    // アカウントデータを取得する 
    string data = GetActualTime(url, start, finish); 

 
    // 出力するファイル名 
    string fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥DailyActualTime.xml"; 

 
    // 取得したアカウントデータをファイルに出力する 
    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 

    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 
    sw.Write(data); 
    sw.Close(); 

} 
 
/// <summary> 

/// 実績工数データを取得する 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL</param> 

/// <param name="start">パラメータ：開始日</param> 
/// <param name="finish">パラメータ：終了日</param> 
/// <returns>実績工数データ</returns> 

private string GetActualTime(string url, string start, string finish) 
{ 
    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 

    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty; // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 

    // URLにクエリパラメータを追加する 
    string combinedUrl = url + "&startDate=" + start + "&finishDate=" + finish; 
 

    // リクエストを作成する 
    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(combinedUrl); 
    req.PreAuthenticate = true; 

    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 
    req.Method = "GET"; 
    req.ContentType = "application/xml"; 

 
    // レスポンスを取得する 
    WebResponse res = req.GetResponse(); 

    Stream st = res.GetResponseStream(); 
    StreamReader sr = new StreamReader(st); 
    string ret = sr.ReadToEnd(); 

 
    sr.Close(); 
    st.Close(); 

    res.Close(); 
 
    return ret; 

} 
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#endregion 実績工数取得 
 
#region 実績工数追加 

 
/// <summary> 
/// 実績工数データを追加する 

/// </summary> 
private void AddActualTime() 
{ 

    // 実績工数データ追加(POST)用の URL（ID10のアカウントを指定） 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes
"; 

 
    // 対象アカウントについて追加する工数データを格納した CSVファイルを指定する 
    string csvFile = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥actualtime.csv"; 

 
    // 実績工数データを追加する 
    ArrayList ret = AddActualTime(url, csvFile); 

 
    // 処理結果（追加した実績工数データ）を画面に出力する 
    string displayText = string.Empty; 

    foreach (string id in ret) 
    { 
        if (displayText == string.Empty) 

        { 
            displayText = string.Concat("ID = ", id.Trim('"')); 
        } 

        else 
        { 
            displayText = string.Concat(displayText, ", ", id.Trim('"')); 

        } 
    } 
    labelResult.Text = "実績データの追加が完了しました。" + displayText; 

 
} 
 

/// <summary> 
/// 実績工数データを新規に追加する 
/// </summary> 

/// <param name="url">API実行用 URL</param> 
/// <param name="csvFile">実績工数データが格納された CSVファイル名</param> 
/// <returns>追加した実績 IDのリスト</returns> 

private ArrayList AddActualTime(string url, string csvFile) 
{ 
    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 

    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty;     // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 

    // 実績情報が格納された CSVファイルを読み込む 
    StreamReader csvsr = new StreamReader(csvFile, Encoding.GetEncoding("Shift_JIS")); 
 

    // レスポンス（追加した IDのリスト）を格納するための配列 
    ArrayList idList = new ArrayList(); 
 

    // 1行ずつデータを追加する 
    while (csvsr.EndOfStream == false) 
    { 

        string line = csvsr.ReadLine(); 
        string[] fields = line.Split(','); 
 

        // 各フィールドの値を取得する 
        int projectId = Convert.ToInt32(fields[0]);     // プロジェクト ID 
        int taskId = Convert.ToInt32(fields[1]);        // タスク ID 

        string startTime = fields[2];                   // 開始日時 



TimeTracker FX Web API ガイド 

Copyright © DENSO CREATE INC. All rights reserved.  25 

 

        string finishTime = fields[3];                  // 終了日時 

        string memo = fields[4];                        // メモ 
 
        // 送信用の XMLデータを作成する 

        XDocument xml = new XDocument( 
            new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
            new XElement("actualTime", 

                new XElement("projectId", projectId), 
                new XElement("taskId", taskId), 
                new XElement("startTime", startTime), 

                new XElement("finishTime", finishTime), 
                new XElement("memo", memo) 
            ) 

        ); 
 
        // 作成した XMLデータを送信可能な型に変換する 

        byte[] data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 
 
        // リクエストを作成する 

        HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
        req.PreAuthenticate = true; 
        req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 

        req.Method = "POST"; 
        req.ContentType = "application/xml"; 
        //req.ContentType = "applicatiion.json"; 

        req.ContentLength = data.Length; 
 
        // 追加データを書き込む 

        Stream st = req.GetRequestStream(); 
        st.Write(data, 0, data.Length); 
        st.Close(); 

 
        // レスポンスを取得する 
        WebResponse res = req.GetResponse(); 

        Stream resst = res.GetResponseStream(); 
        StreamReader sr = new StreamReader(resst); 
        idList.Add(sr.ReadToEnd()); // 追加した IDをリストに追加しておく 

 
        sr.Close(); 
        resst.Close(); 

        res.Close(); 
    } 
    return idList; 

} 
 
#endregion 実績工数追加 

 
#region 実績工数追加（進捗率を含む） 
 

/// <summary> 
/// 実績工数データを追加する（進捗率を含む） 
/// </summary> 

private void AddActualTimeProgress() 
{ 
    // 実績工数データ追加(POST)用の URL（ID10のアカウントを指定） 

    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes
"; 
 

    // 割り当てタスク情報更新(PUT)用の URL（ID10のアカウントを指定） 
    string urlTask = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/"; 
 

    // 対象アカウントについて追加する工数データを格納した CSVファイルを指定する 
    string csvFile = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥actualtime_progress.csv"; 
 

    // 実績工数データを追加する（進捗率を含む） 
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    ArrayList ret = AddActualTimeProgress(url, urlTask, csvFile); 

 
    // 処理結果（追加した実績工数データ）を画面に出力する 
    string displayText = string.Empty; 

    foreach (string id in ret) 
    { 
        if (displayText == string.Empty) 

        { 
            displayText = string.Concat("ID = ", id.Trim('"')); 
        } 

        else 
        { 
            displayText = string.Concat(displayText, ", ", id.Trim('"')); 

        } 
    } 
    labelResult.Text = "実績データの追加が完了しました。" + displayText; 

} 
 
/// <summary> 

/// 実績工数データを新規に追加する（進捗率を含む） 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL（実績工数追加用）</param> 

/// <param name="urlTask">API実行用 URL（割り当てタスク情報更新用）</param> 
/// <param name="csvFile">進捗率を含む実績工数データが格納された CSVファイル名</param> 
/// <returns>追加した実績 IDのリスト</returns> 

private ArrayList AddActualTimeProgress(string url, string urlTask, string csvFile) 
{ 
    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 

    string user = "okamoto"; 
    string password = string.Empty;     // 空文字（サンプルデータの既定値） 
 

    // 実績情報が格納された CSVファイルを読み込む 
    StreamReader csvsr = new StreamReader(csvFile, Encoding.GetEncoding("Shift_JIS")); 
 

    // レスポンス（追加した IDのリスト）を格納するための配列 
    ArrayList idList = new ArrayList(); 
 

    // 1行ずつデータを追加する 
    while (csvsr.EndOfStream == false) 
    { 

        string line = csvsr.ReadLine(); 
        string[] fields = line.Split(','); 
 

        // 各フィールドの値を取得する 
        int projectId = Convert.ToInt32(fields[0]);     // プロジェクト ID 
        int taskId = Convert.ToInt32(fields[1]);        // タスク ID 

        string startTime = fields[2];                   // 開始日時 
        string finishTime = fields[3];                  // 終了日時 
        string memo = fields[4];                        // メモ 

        int progress = Convert.ToInt32(fields[5]);      // 進捗率 
 
        // 送信用の XMLデータを作成する 

        XDocument xml = new XDocument( 
            new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
            new XElement("actualTime", 

                new XElement("projectId", projectId), 
                new XElement("taskId", taskId), 
                new XElement("startTime", startTime), 

                new XElement("finishTime", finishTime), 
                new XElement("memo", memo) 
            ) 

        ); 
 
        // 作成した XMLデータを送信可能な型に変換する 

        byte[] data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 
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        // リクエストを作成する 
        HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 
        req.PreAuthenticate = true; 

        req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 
        req.Method = "POST"; 
        req.ContentType = "application/xml"; 

        req.ContentLength = data.Length; 
 
        // 追加データを書き込む 

        Stream st = req.GetRequestStream(); 
        st.Write(data, 0, data.Length); 
        st.Close(); 

 
        // レスポンスを取得する 
        WebResponse res = req.GetResponse(); 

        Stream resst = res.GetResponseStream(); 
        StreamReader sr = new StreamReader(resst); 
        idList.Add(sr.ReadToEnd()); // 追加した IDをリストに追加しておく 

 
        sr.Close(); 
        resst.Close(); 

        res.Close(); 
 
        // タスクの進捗情報を登録する 

 
        // 更新内容を定義する（割り当てタスクの進捗率を更新） 
        xml = new XDocument( 

            new XDeclaration("1.0", "utf-8", "true"), 
            new XElement("assignedTask", 
                new XElement("assignmentProgress", progress) 

            ) 
        ); 
 

        // XMLデータを送信可能な型に変換する 
        data = Encoding.UTF8.GetBytes(xml.ToString()); 
 

        // リクエストを作成する 
        string urlAssignedTask = urlTask + "assignedProjects/" + projectId.ToString() + "/assigned
Tasks/" + taskId.ToString(); 

        HttpWebRequest req2 = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(urlAssignedTask); 
        req2.PreAuthenticate = true; 
        req2.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 

        req2.Method = "PUT"; 
        req2.ContentType = "application/xml"; 
        req2.ContentLength = data.Length; 

 
        // 更新データを書き込む 
        Stream st2 = req2.GetRequestStream(); 

        st2.Write(data, 0, data.Length); 
        st2.Close(); 
 

        // レスポンスを取得する 
        WebResponse res2 = req2.GetResponse(); 
        Stream resst2 = res2.GetResponseStream(); 

        StreamReader sr2 = new StreamReader(resst2); 
        string ret = sr2.ReadToEnd(); 
        sr2.Close(); 

        resst2.Close(); 
        res2.Close(); 
 

    } 
    return idList; 
} 
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#endregion 実績工数追加（進捗率を含む） 

 

 

3.6.3 参照ファイルの定義例 

上記のサンプルコードで使用する CSVファイルの定義例を紹介します。 

 actualtime.csv 

指定したアカウントに実績工数を追加する際に読み込む csvファイルです。 

サンプルコードでは、左から「プロジェクト ID」「タスク ID」「開始日時」「終了

日時」「メモ」の順に並んでいることを前提とした処理になっています。 

 4,138,2014-2-24 9:00:00,2014-2-24 10:00:00,進捗会議 

 24,3902,2014-2-24 10:00:00,2014-2-24 11:30:00, 
 24,3903,2014-2-24 11:30:00,2014-2-24 12:00:00, 
 11,309,2014-2-24 13:00:00,2014-2-24 15:00:00,タイムシート外部仕様 

 

 actualtime_progress.csv 

指定したアカウントに実績工数を追加し、進捗率を設定する際に読み込む csvファ

イルです。 

サンプルコードでは、左から「プロジェクト ID」「タスク ID」「開始日時」「終了

日時」「メモ」「進捗率」の順に並んでいることを前提とした処理になっています。 
 4,138,2014-02-25 9:00,2014-02-25 10:00,進捗会議,100 
 24,3902,2014-02-25 10:00,2014-02-25 12:00,,90 

 24,3903,2014-02-25 13:00,2014-02-25 14:00,,90 
 11,309,2014-02-25 14:30,2014-02-25 16:00,タイムシート外部仕様,100 
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 サンプルコード（システム設定） 3.7

3.7.1 概要 

システム設定操作のサンプルコードでは以下の処理を行っています。 

操作 詳細 

システム設定情報

を取得する 
説明 

TimeTracker FX のシステム設定情報を取得し、XML

ファイルに出力します。 

呼び出し部 GetSystemSettingData( ) 

Web API実行部 GetSystemSettingData(string url) 

 

3.7.2 サンプルコード 

 
#region システム設定情報取得 

 
/// <summary> 
/// システム設定情報を取得する 

/// </summary> 
private void GetSystemSettingData() 
{ 

    // システム設定情報取得(GET)用の URL 
    string url = "http://samplehost/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/setting/SystemSet
tings"; 

 
    // システム設定情報を取得する 
    string data = GetSystemSettingData(url); 

 
    // 出力するファイル名 
    String fileName = @"C:¥Users¥sampleuser¥Documents¥SystemSetting.xml"; 

 
    // 取得したアカウント情報をファイルに出力する 
    Encoding utf8 = Encoding.GetEncoding("UTF-8"); 

    StreamWriter sw = new StreamWriter(fileName, false, utf8); 
    sw.Write(data); 
    sw.Close(); 

} 
 
/// <summary> 

/// システム設定情報を取得する 
/// </summary> 
/// <param name="url">API実行用 URL</param> 

/// <returns>システム設定情報</returns> 
private string GetSystemSettingData(string url) 
{ 

    // 接続に使用するログイン名とパスワードを指定する 
    string user = "okamoto"; 
    string password = "";   // 空文字（サンプルデータの既定値） 

 
    // リクエストを作成する 
    HttpWebRequest req = (HttpWebRequest)WebRequest.Create(url); 

    req.PreAuthenticate = true; 
    req.Credentials = new NetworkCredential(user, password); 
    req.Method = "GET"; 

 
    // レスポンスを取得する 
    WebResponse res = req.GetResponse(); 

    Stream st = res.GetResponseStream(); 
    StreamReader sr = new StreamReader(st); 
    string ret = sr.ReadToEnd(); 
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    sr.Close(); 

    st.Close(); 
    res.Close(); 
 

    return ret; 
} 
 

#endregion システム設定情報取得 
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第4章  リファレンス 

Web APIで使用可能なオブジェクトならびにオブジェクトを操作するメソッドを紹介し

ます。 

 

 共通 4.1

本章で使用する用語の説明と Web API全体で利用するパラメータについて記載します。 

 

4.1.1 リファレンスでの表記 

「1.3 本書での表記」で定義した表記に加えて、リファレンス内では以下のように表記し

ます。 

 URIのホスト名 

URIのホスト名の箇所を、WebServerと記載します。 

利用するサーバーのホスト名に置き換えてください。 

 URIのWebサイト名 

URIのWebサイト名の箇所を、「TimeTrackerFX3.8.0」とします。 

利用するWebサイトの名前に置き換えてください。 

なお、「TimeTrackerFX3.8.0」はWeb APIをインストールした際の既定値です。 

 URI名のイタリック表記 

テンプレートパラメータ（「4.1.2 API名の説明」参照）を示します。 

 表中の記述について 

 「必須」 

オブジェクトのフィールドについては、オブジェクトの追加・更新時にフィール

ド値の指定が必須であることを示します。テンプレートパラメータおよびクエリ

パラメータについては、URIでの指定が必須であることを示します。 

 

 入力値について 

項目の内容に対して該当する場合は「○」、該当しない場合は「－」としていま

す。「△」の場合は、新規作成時は「－」で更新時が「○」であることを示しま

す。 
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4.1.2 API名の説明 

URIに記載する API名は以下の要素で構成されます。 

 オブジェクト名/テンプレートパラメータ?クエリパラメータ&クエリパラメータ&・・・ 

URIの末尾に / は不要です。 

要素 詳細 

オブジェクト名 

説明 

後述するオブジェクトを指定します。ここで指定したデータ

に対して取得・更新を行います。 

なお、指定するオブジェクトによっては / で区切った階層構

造で表示することがあります。 

例 
http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/ac

counts 

活用例 すべてのアカウント情報を取得します。 

テンプレート 

パラメータ 

説明 操作対象として特定のデータを指定します。 

例 
http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/ac

counts/5 

活用例 ID 5のアカウント情報を取得します。 

クエリ 

パラメータ 
説明 

操作対象データを絞り込む条件を指定します。 

複数のパラメータを指定する場合は & でつなぎます。 

例 
http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/ac

counts?sectionIds=1&includeDeleted=FALSE 

活用例 
所属する組織の IDが 1で有効なアカウントのみの情報を取得

します。 

 

4.1.3 共通のクエリパラメータ 

データを取得するメソッドに共通して利用可能なクエリパラメータとして、offsetと limit

があります。 

パラメータ 説明 

offset データを取得する開始位置を指定します。 

データの先頭位置は 0であり、0 以上の整数値を指定します。 

limit 取得するデータ数の上限を指定します。 

0 以上の整数値が指定できます。 

0 を指定した場合は無制限に取得します。 

なお、取得データ数上限の既定値は 100 件です。 
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 URI例 

31番目のアカウントから 10人分の情報を取得します。 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts?offset=30&limit=10 

 

 取得データ数上限値の変更方法 

取得データ数の上限値を変更するには、以下の場所にあるWeb.configファイルを修正

します。 

C:¥inetpub¥wwwroot¥TimeTrackerFXWebAPI3.8.0 

メモ帳などのテキストエディタで Web.config を開き、「API によるレコード取得件数

の設定値」のコメントの箇所にある「DefaultLimit」の値を「100」から必要な上限数

に変更してください。設定内容は変更の保存後すぐに反映されます。 
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4.1.4 利用可能なデータ 

Web APIで利用可能なデータは以下のとおりです。 

カテゴリ 項目 説明 取得 追加 更新 削除 

マスター 

データ 

アカウント TimeTracker FX にログインす

るアカウント 
○ ○ ○ － 

組織 アカウントが所属する組織 ○ ○ ○ － 

役割 アカウントに設定する役割 ○ － － － 

アクティビティ プロジェクトのタスクに設定

するアクティビティ 
○ － － － 

システム設定 TimeTracker FX のシステムに

関する設定情報 
○ － － － 

プロジェクト プロジェクト TimeTracker FX で管理するプ

ロジェクト 
○ ○ ○ － 

メンバー プロジェクトの登録メンバー ○ ○ ○ － 

ノード プロジェクトの WBSノード ○ ○ ○ － 

リソース割り当て ノードに割り当てられたアカ

ウント 
○ ○ ○ － 

タイムシート 実績工数 

（実績単位） 

個別の実績工数データ 
○ ○ ○ ○ 

実績工数 

（日単位） 

日単位の実績工数データ 
○ － － － 

割り当てプロジェ

クト 

リソースとして割り当てられ

たタスクを含むプロジェクト 
○ － － － 

割り当てタスク リソースとして割り当てられ

たタスク 
○ － ○ － 

 

「4.2 マスターデータ」からこれらのデータの説明と利用するための URI やパラメータ

を説明します。 

 

4.1.5 操作に必要な権限 

Web APIで操作に必要な権限を示します。表中の記号は以下を意味します。 

 ○: 権限が必要 

 □: 同じ行にある「□」のうちいずれかが必要 

 ●: 一部のフィールドの操作時のみ権限が必要 

 －: 権限不要 
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 マスターデータ 

オブジェクト 操作 コスト単価 DB 管理 

アカウント 取得 ●*1 － 

追加・更新 ●*1 ○ 

組織 取得 － － 

追加・更新 － ○ 

役割 

アクティビティ 

取得 
－ － 

システム設定 取得 － ●*2 

*1: 「コスト単価」以外の情報の取得・設定時は権限が不要。 

*2: 以下の情報の取得時のみ権限が不要。 

 計画工数の入力粒度 

 実績工数の入力粒度 

 

 プロジェクトデータ 

オブジェクト 操作 
計画 

作成 

計画 

編集 

計画 

閲覧 
コスト 

コスト 

単価 

プロジェクト 取得 □ □ □ － ●* 

作成 ○ － － － ●* 

更新 □ □ － － ●* 

メンバー 取得 □ □ □ － ●* 

作成・更新 □ □ － － ●* 

ノード 取得 □ □ □ ●* － 

作成・更新 □ □ － ●* － 

リソース割り当て 取得 □ □ □ － － 

作成・更新 □ □ － － － 

*: 「コスト」以外の情報の取得・設定時は権限が不要。 
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 タイムシートデータ 

オブジェクト 操作 実績編集 実績閲覧 

実績工数（実績単位）* 取得 □ □ 

追加 ○ － 

更新 ○ － 

削除 ○ － 

実績工数（日単位）* 取得 □ □ 

割り当てプロジェクト* 取得 □ □ 

割り当てタスク* 取得 □ □ 

更新 ○ － 

*: ログインアカウントの情報の取得・更新時は権限が不要。 

 

 マスターデータ 4.2

Administratorツールで管理する TimeTracker FXのマスターデータです。 

Web APIで操作可能なデータは以下の項目です。 

 アカウント 

 組織 

 役割 

 アクティビティ 

 システム設定 

 

4.2.1 アカウント 

TimeTracker FXにログインするアカウントの情報（アカウント名やログイン名、所属

組織など）です。 

 

4.2.1.1 アカウントのオブジェクト 

アカウント情報を操作するオブジェクトは accountと accountsです。それぞれが持つ

フィールドは次の表の通りです。 
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 accountオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int アカウント ID △ ○ 

2 name string アカウント名 ○ － 

3 code string アカウントコード ○ － 

4 loginName string ログイン名 ○ － 

5 adLoginName string AD ログイン名（Active Directory 連携用） － － 

6 lockedDate datetime 実績入力をロックする日付 

値により以下の 3つの状態を示す 

・常にロック: 4712/12/31 

・指定日以前をロック: 

1753/01/02～4712/12/30 

 ・ロック解除: 1753/01/01 

－ － 

7 sectionId int 所属組織 ID ○ － 

8 sectionName string 所属組織名 － ○ 

9 roleId int 役割 ID ○ － 

10 roleName string 役割名 － ○ 

11 unitCost double コスト単価 － － 

12 deleted boolean 無効フラグ（TRUE: 無効、FALSE: 有効） － － 

13 memo string メモ － － 

 

 accountsオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 account object account オブジェクトの配列 － 

 

4.2.1.2 アカウント情報の取得 

指定されたアカウントの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /system/accounts/accountId 
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 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID 

指定しない場合、すべてのアカウント情報

を配列で取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountIds*1 string アカウント ID － 

2 sectionIds*1 string 組織 ID － 

3 onlyLoginAccount boolean TRUE: ログインアカウントのみ取得 

FALSE: すべてのアカウントを取得（既定値） 
－ 

4 includeDeleted boolean TRUE: 無効なアカウントを含む 

FALSE: 無効なアカウントを含まない（既定値） 
－ 

5 accountName*2 string 指定した文字列を含むアカウント － 

6 sectionName*2 string 指定した文字列を含む組織 － 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 accounts object アカウントのオブジェクト 
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 サンプル(XML) 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts/12 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<accounts> 

 <account> 

  <id>12</id> 

  <name>植田 信貴</name> 

  <code>009</code> 

  <loginName>ueda</loginName> 

  <adLoginName/> 

  <lockedDate>1753/01/01</lockedDate> 

  <sectionId>3</sectionId> 

  <sectionName>開発1課</sectionName> 

  <roleId>5</roleId> 

  <roleName>リーダー</roleName> 

  <unitCost>4000</unitCost> 

  <deleted>False</deleted> 

  <memo> </memo> 

 </account> 

</accounts> 

 

 サンプル(JSON) 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/jsonWebService.svc/system/accounts/12 

 

 レスポンスサンプル 

{ 

 "id":"12", 

 "name":"植田 信貴", 

 "code":"009", 

 "loginName":"ueda", 

 "adLoginName":"", 

 "lockedDate":"1753¥/01¥/01", 

 "sectionId":"3", 

 "sectionName":"開発1課", 

 "roleId":"5", 

 "roleName":"リーダー", 

 "unitCost":"4000", 

 "deleted":"False", 

 "memo":" " 

} 
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4.2.1.3 アカウントの新規作成 

アカウントを新規に作成します。 

 

 URI 

POST /system/accounts 

 

 リクエストサンプル 

POST http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts 

 

<account> 

 <name>芦田 圭一</name> 

 <code>999</code> 

 <loginName>ashida</loginName> 

 <lockedDate>1753/01/01</lockedDate> 

 <sectionId>3</sectionId> 

 <roleId>6</roleId> 

 <unitCost>3000</unitCost> 

 <deleted>False</deleted> 

 <memo></memo> 

</account>  

 

4.2.1.4 アカウント情報の更新 

指定されたアカウントの情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /system/accounts/accountId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

 

 リクエストサンプル 

PUT http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/accounts/12 

 

<account> 

 <name>植田 信貴</name> 

 <code>009</code> 

 <loginName>ueda</loginName> 

 <lockedDate>2013/03/31</lockedDate> 

 <sectionId>3</sectionId> 

 <roleId>4</roleId> 

 <unitCost>5000</unitCost> 

 <deleted>False</deleted> 

 <memo></memo> 

</account>  
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4.2.1.5 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 追加や更新により、有効なアカウント数がライセンス数を超える 

 

4.2.2 組織 

TimeTracker FX のアカウントが所属する組織の情報（組織名や組織レベル 1～5 の名

前など）です。 

 

4.2.2.1 組織のオブジェクト 

組織情報を操作するオブジェクトは section と sections です。それぞれが持つフィー

ルドは次の表の通りです。 

 

 sectionオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int 組織 ID △ ○ 

2 level1 

～level5 

string 組織レベル 1～5 の名前 
－ － 

3 name string 組織名 ○ － 

4 sortNumber int 組織一覧での表示順 － － 

5 deleted boolean 無効フラグ（TRUE: 無効、FALSE: 有効） － － 

 

 sectionsオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 section object section オブジェクトの配列 － 

 

4.2.2.2 組織情報の取得 

指定された組織の情報を取得します。 

 

 URI 

GET /system/sections/sectionId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 sectionId int 組織 ID 

指定しない場合、すべての組織情報

を配列で取得します。 

－ 
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 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 sectionIds*1 string 組織 ID － 

2 sectionName*2 string 指定した文字列を含む組織 － 

3 includeDeleted boolean TRUE: 無効な組織を含む 

FALSE: 無効な組織を含まない（既定値） 
－ 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 sections object 組織のオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/sections/1 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<sections> 

 <section> 

  <id>1</id> 

  <level1>XX事業部</level1> 

  <level2>営業部</level2> 

  <level3/> 

  <level4/> 

  <level5/> 

  <name>営業 1課</name> 

  <sortNumber>10</sortNumber> 

  <deleted>False</deleted> 

 </section> 

</sections> 

 

4.2.2.3 組織の新規作成 

組織を新規に作成します。 

 

 URI 

POST /system/sections 
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 リクエストサンプル 

POST http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/sections 

 

<section> 

 <level1>XX事業部</level1> 

 <level2>開発部</level2> 

 <level3/> 

 <level4/> 

 <level5/> 

 <name>開発 3課</name> 

 <sortNumber>45</sortNumber> 

 <deleted>False</deleted> 

</section> 

 

4.2.2.4 組織情報の更新 

指定された組織の情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /system/sections/sectionId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 sectionId int 組織 ID ○ 

 

 リクエストサンプル 

PUT http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/sections/1 

 

<section> 

 <level1>XX事業部</level1> 

 <level2>営業部</level2> 

 <level3/> 

 <level4/> 

 <level5/> 

 <name>営業1課</name> 

 <sortNumber>10</sortNumber> 

 <deleted>False</deleted> 

</section> 

 

4.2.3 役割 

TimeTracker FXのアカウントに割り当てる役割の情報（役割名や権限範囲、各権限の

有効・無効など）です。 
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4.2.3.1 役割のオブジェクト 

役割情報を操作するオブジェクトは role と roles です。それぞれが持つフィールドは

次の表の通りです。 

 

 roleオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 

1 id int 役割 ID － 

2 name string 役割名 － 

3 authorityZone enum 権限範囲* － 

4 authorityZoneName string 権限範囲名 － 

5 isInputableOtherUsersTimeSheet boolean 他ユーザーの実績の入力権限 

（TRUE: 有効、FALSE: 無効） 

（No.6～17のフィールドも同様） 

－ 

6 isBrowsableOtherUsersTimeSheet boolean 他ユーザーの実績の閲覧権限 － 

7 isCreatable boolean プロジェクトの作成権限 － 

8 isEditable boolean プロジェクトの編集権限 － 

9 isBrowsable boolean プロジェクトの閲覧権限 － 

10 isEditableCost boolean コスト情報の閲覧・編集権限 － 

11 isEditableUnitCost boolean コスト単価の閲覧・編集権限 － 

12 isExportableActualTime boolean プロジェクトの実績データの 

エクスポート権限 
－ 

13 isExecutablePivot boolean ピボット分析の利用権限 － 

14 isExecutableDashboard boolean ダッシュボードの利用権限 － 

15 isFixationMonitor boolean 工数入力マルチモニタ・工数入

力推移モニタの利用権限 
－ 

16 isAnalyzable boolean アナリストの利用権限 － 

17 isAdministrable boolean Administrator ツールの利用権限 － 

18 deleted boolean 無効フラグ 

（TRUE: 無効、FALSE: 有効） 
－ 

*:「authorityZoneで取得される文字列」参照。 

 

 rolesオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 

1 role object roleオブジェクトの配列 
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 authorityZoneで取得される文字列 

No. 文字列 説明 

1 all すべての組織（既定値） 

2 sectionLevel1 

～sectionLevel5 

選択した組織レベルが所属する組織と同じ組織 

3 section 所属する組織のみ 

 

4.2.3.2 役割情報の取得 

指定された役割の情報を取得します。 

 

 URI 

GET /system/roles/roleId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 roleId int 役割 ID 

指定しない場合、すべての役割情報を取

得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 roleIds* string 役割 ID － 

2 includeDeleted boolean TRUE: 無効な役割を含む 

FALSE: 無効な役割を含まない（既定値） 
－ 

*: 値を「 , 」で区切ることにより複数の対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 roles object 役割のオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/roles/2 

  



TimeTracker FX Web API ガイド 

Copyright © DENSO CREATE INC. All rights reserved.  46 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version=”1.0” encoding=”utf-8”?> 

<roles> 

 <role> 

  <id>2</id> 

  <name>部長</name> 

  <authorityZone>all</authorityZone> 

  <authorityZoneName>すべて</authorityZoneName> 

  <isInputableOtherUsersTimeSheet>True</isInputableOtherUsersTimeSheet> 

  <isBrowsableOtherUsersTimeSheet>True</isBrowsableOtherUsersTimeSheet> 

  <isCreatable>True</isCreatable> 

  <isEditable>True</isEditable> 

  <isBrowsable>True</isBrowsable> 

  <isEditableCost>True</isEditableCost> 

  <isEditableUnitCost>True</isEditableUnitCost> 

  <isExportableActualTime>True</isExportableActualTime> 

  <isExecutablePivot>True</isExecutablePivot> 

  <isExecutableDashboard>True</isExecutableDashboard> 

  <isAnalyzable>True</isAnalyzable> 

  <isFixationMonitor>True</isFixationMonitor> 

  <isAdministrable>False</isAdministrable> 

  <deleted>False</deleted> 

 </role> 

</roles> 

 

4.2.4 アクティビティ 

TimeTracker FXのWBSノードに設定されたアクティビティに関する情報です。 

 

4.2.4.1 アクティビティのオブジェクト 

アクティビティ情報を操作するオブジェクトは activity と activities です。それぞれ

が持つフィールドは次の表の通りです。 

 

 activityオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 

1 id int アクティビティ ID － 

2 category string カテゴリ － 

3 categoryId int アクティビティカテゴリ ID － 

4 categoryName string カテゴリ名 － 

5 name string アクティビティ名 － 

6 code string アクティビティコード － 

7 deleted boolean 無効フラグ（TRUE: 無効、FALSE: 有効） － 
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 activitiesオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 

1 activity object activity オブジェクトの配列 

 

4.2.4.2 アクティビティ情報の取得 

指定されたアクティビティの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /system/project/activities/activityId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 activityId int アクティビティ ID 

指定しない場合、すべてのアクティビティ情

報を取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 activityIds* string アクティビティ ID － 

2 includeDeleted boolean TRUE: 無効なアクティビティを含む 

FALSE: 無効なアクティビティを含まない（既定

値） 

－ 

*: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 activities object アクティビティのオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/project/activitie

s/2 
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 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<activities> 

 <activity> 

  <id>2</id> 

  <category>カテゴリ1</category> 

  <categoryId>1</categoryId> 

  <categoryName>工程</categoryName> 

  <name>要求仕様</name> 

  <code>MN</code> 

  <deleted>False</deleted> 

 </activity> 

</activities> 

 

4.2.5 システム設定 

TimeTracker FXのシステム設定情報です。 

 

4.2.5.1 システム設定のオブジェクト 

システム設定の情報を取得するオブジェクトは systemSetting です。このオブジェク

トが持つフィールドは次の表の通りです。 
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 systemSettingオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 

1 sectionLevel int 組織レベル 

・0 … なし(組織のみ) 

・1～5 … 組織 Lv1～5 

－ 

2 enableSavePassword boolean パスワード保存の設定 

(TRUE: 保存可能、FALSE: 保存不可能) 
－ 

3 uniqueCheckProjectCode boolean プロジェクトコードのユニーク

チェックの設定 

(TRUE: チェックする、FALSE: チェッ

クしない) 

－ 

4 uniqueCheckTaskCode boolean タスクコードのユニークチェッ

クの設定 

(TRUE: チェックする、FALSE: チェッ

クしない) 

－ 

5 automationAutoLogin boolean オートメーション API で自動ロ

グインを許可する 

(TRUE: 許可する、FALSE: 許可しない) 

－ 

6 standardUnitCost int 標準コスト単価 － 

7 currency string 通貨単位* － 

8 fixedDelayedActualTimeInputDays int 工数入力定着基準の設定 

・-1 … 都度 

・0 … 当日 

・1～15 … 1 から 15 日後 

－ 

9 plannedTimeUnit int 計画工数の入力粒度（分） － 

10 actualTimeUnit int 実績工数の入力粒度（分） － 

11 enableActiveDirectory boolean Active Directory連携の設定 

(TRUE: 有効、FALSE: 無効) 
－ 

*:「currency で取得される文字列」参照。 

 

 currencyで取得される文字列 

No. 文字列 説明 

1 JPY 通貨単位が「￥」に設定されている 

2 USD 通貨単位が「＄」に設定されている 
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4.2.5.2 システム設定情報の取得 

システム設定の情報を取得します。 

 

 URI 

GET /system/setting/systemSettings 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 systemSetting object システム設定情報のオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/system/setting/systemSet

tings 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<systemSetting> 

 <sectionLevel>2</sectionLevel> 

 <enableSavePassword>True</enableSavePassword> 

 <uniqueCheckProjectCode>False</uniqueCheckProjectCode> 

 <uniqueCheckTaskCode>False</uniqueCheckTaskCode> 

 <automationAutoLogin>True</automationAutoLogin> 

 <standardUnitCost>3000</standardUnitCost> 

 <currency>JPY</currency> 

 <fixedDelayedActualTimeInputDays>0</fixedDelayedActualTimeInputDays> 

 <plannedTimeUnit>60</plannedTimeUnit> 

 <actualTimeUnit>15</actualTimeUnit> 

 <enableActiveDirectory>False</enableActiveDirectory> 

</systemSetting> 
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 プロジェクト 4.3

TimeTracker FXのプロジェクト情報です。 

Web APIで操作可能なデータは以下の項目となります。 

 プロジェクト 

 メンバー 

 ノード 

 リソース割り当て 

 

4.3.1 プロジェクト 

TimeTracker FXで管理するプロジェクトの情報（プロジェクト名やプロジェクトの開始

日・終了日など）です。 

 

4.3.1.1 プロジェクトのオブジェクト 

プロジェクト情報を操作するオブジェクトは project と projects です。それぞれが持

つフィールドは次の表の通りです。 

 

 projectオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int プロジェクト ID △ ○ 

2 name string プロジェクト名 ○ － 

3 code string プロジェクトコード ○ － 

4 managerId int マネージャのアカウント ID ○ － 

5 managerName string マネージャ名 － ○ 

6 sectionId int マネージャが所属する組織の

ID 
－ ○ 

7 sectionName string マネージャが所属する組織の

名称 
－ ○ 

8 plannedStartDate datetime プロジェクトの計画開始日 ○ － 

9 plannedFinishDate datetime プロジェクトの計画終了日 ○ － 

10 isFinished boolean 完了フラグ 

（TRUE: 完了、FALSE: 未完了） 
－ － 

11 versionNumber int 現在のバージョン番号 － ○ 

12 isLoadData boolean TRUE: リソース負荷の計算対

象とする 

FALRE: リソース負荷の計算対

象としない 

－ － 
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13 registerId int 作成者のアカウント ID － ○ 

14 registerName string 作成者 － ○ 

15 registerDate datetime 作成日時 － ○ 

16 category1 

～category30 

string カテゴリ 1～30 
－ ○ 

17 standardCost double プロジェクトの標準コスト単

価 
－ － 

18 customNumber1DisplayString 

～customNumber30DisplayString 

string カスタムフィールド 

数値 1～30 の表示文字列 
－ － 

19 customNumber1FieldCode 

～customNumber30FieldCode 

string カスタムフィールド 

数値 1～30 のフィールド名 
－ ○ 

20 customNumber1DisplayDataType 

～customNumber30DisplayDataType 

string カスタムフィールド 

数値 1～30 のデータ型 
－ ○ 

21 customNumber1 

～customNumber30 

double カスタムフィールド 

数値 1～30 の 値 
－ － 

22 customDate1DisplayString 

～customDate10DisplayString 

string カスタムフィールド 

日付 1～10 の表示文字列 
－ － 

23 customDate1FieldCode 

～customDate10FieldCode 

string カスタムフィールド 

日付 1～10 のフィールド名 
－ ○ 

24 customDate1DisplayDataType 

～customDate10DisplayDataType 

string カスタムフィールド 

日付 1～10 のデータ型 
－ ○ 

25 customDate1 

～customDate10 

datetime カスタムフィールド 

日付 1～10 の値 
－ － 

26 customText1DisplayString 

～customText10DisplayString 

string カスタムフィールド 

文字列 1～10の表示文字列 
－ － 

27 customText1FieldCode 

～customText10FieldCode 

string カスタムフィールド 

文字列 1～10のフィールド名 
－ ○ 

28 customText1DisplayDataType 

～customText10DisplayDataType 

string カスタムフィールド 

文字列 1～10のデータ型 
－ ○ 

29 customText1 

～customText10 

string カスタムフィールド 

文字列 1～10の値 
－ － 

30 status string ステータス 

（「稼働中」または「終了済み」） 
－ ○ 

31 checkoutInfo string チェックアウト － ○ 
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32 deleted boolean 無効フラグ 

（TRUE: 無効、FALSE: 有効） 
－ － 

33 canEdit boolean TRUE: ログインアカウントが

編集可能 

FALSE: ログインアカウントが

編集不可能 

－ － 

34 canBrowse boolean TRUE: ログインアカウントが

閲覧可能 

FALSE: ログインアカウントが

閲覧不可能 

－ － 

35 isKeepLinkScheduling boolean TRUE: リンクを維持してスケ

ジューリングする 

FALSE: リンクを維持せずスケ

ジューリングする 

－ － 

36 isShowLinkViolatedWarning boolean TRUE: リンク違反の警告を表

示する 

FALSE: リンク違反の警告を表

示しない 

－ － 

37 considerationonWorkDay boolean TRUE: 稼働日に合わせてスケ

ジューリングする 

FALSE: 稼働日に合わせてスケ

ジューリングしない 

－ － 

 

 projectsオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 project object projectオブジェクトの配列 － 

 

4.3.1.2 プロジェクト情報の取得 

指定されたプロジェクトの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /projects/projectId 
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 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID 

指定しない場合、すべてのプロジェクト情報を

配列で取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectIds*1 string プロジェクト ID － 

2 sectionIds*1 string 組織 ID － 

3 managerIds*1 string マネージャ ID － 

4 projectName*2 string 指定した文字列を含むプロジェクト － 

5 sectionName*2 string 指定した文字列を含む組織 － 

6 managerName*2 string 指定した文字列を含むマネージャ － 

7 includeFinished boolean TRUE: 終了済みのプロジェクトを含む 

FALSE: 終了済みプロジェクトを含まない（既

定値） 

－ 

8 fields*1 string 追加で取得するフィールド 

projectオブジェクトのNo.10以降のフィール

ドを指定します。 

－ 

9 onlyMemberedProject boolean TRUE: 自身がメンバーのプロジェクトのみ 

FALSE: 自身がメンバー以外のプロジェクト

も含む 

－ 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 projects object プロジェクトのオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4 
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 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<projects> 

 <project> 

  <id>4</id> 

  <name>R商品開発</name> 

  <code>PRJ-001</code> 

  <managerId>31</managerId> 

  <managerName>志賀 修造</managerName> 

  <sectionId>3</sectionId> 

  <sectionName>開発 1課</sectionName> 

  <plannedStartDate>2011/12/26</plannedStartDate> 

  <plannedFinishDate>2012/05/18</plannedFinishDate> 

  <isFinished>False</isFinished> 

 </project> 

</projects> 

 

4.3.1.3 プロジェクトの作成 

プロジェクトを新規に作成します。 

 

 URI 

POST /projects 

 

 リクエストサンプル 

POST http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects 

 

<project> 

 <name>Cソフトの開発</name> 

 <code>PRJ-100</code> 

 <managerId>31</managerId> 

 <plannedStartDate>2013/04/01</plannedStartDate> 

 <plannedFinishDate>2014/03/31</plannedFinishDate> 

</project> 

 

4.3.1.4 プロジェクト情報の更新 

指定されたプロジェクトの情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /projects/projectId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 
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 リクエストサンプル 

PUT http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4 

<project> 

 <name>R商品開発</name> 

 <code>PRJ-001</code> 

 <managerId>10</managerId> 

 <plannedStartDate>2011/12/26</plannedStartDate> 

 <plannedFinishDate>2013/03/31</plannedFinishDate> 

</project> 

 

4.3.1.5 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 取得するフィールドを指定する際に、フィールド名に重複がある 

 実績工数が入力されたタスクを含むプロジェクトを無効とする更新を行った 

 

4.3.2 メンバー 

プロジェクトに参加するメンバーの情報（アカウントコードや名前、コスト単価など）

です。 

 

4.3.2.1 メンバーのオブジェクト 

メンバー情報を操作するオブジェクトは member と members です。それぞれが持つ

フィールドは次の表の通りです。 
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 memberオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 memberId int メンバーID － ○ 

2 accountCode string コード － ○ 

3 accountId int アカウント ID ○*1 － 

4 accountName string アカウント名 － ○ 

5 group1 

～group3 

string グループ 1～3の名前 
－ － 

6 sectionId int 組織 ID － ○ 

7 sectionName string 組織名 － ○ 

8 isEditable boolean TRUE: 当該プロジェクトの編集権限

を付与する 

FALSE: 編集権限を付与しない（シス

テム設定に従う） 

－ － 

9 isBrowsable boolean TRUE: 当該プロジェクトの閲覧権限

を付与する 

FALSE: 閲覧権限を付与しない（シス

テム設定に従う） 

－ － 

10 unitCost double コスト単価 － － 

*1: メンバーの追加時のみ必須。 

 

 membersオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 member object member オブジェクトの配列 － 

 

4.3.2.2 メンバー情報の取得 

指定されたメンバーの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /projects/projectId /members/memberId 
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 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 memberId int メンバーID 

指定しない場合、プロジェクトのすべてのメ

ンバー情報を配列で取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 memberIds*1 string メンバーID － 

2 accountIds*1 string アカウント ID － 

3 sectionIds*1 string 組織 ID － 

4 sectionName*2 string 指定した文字列を含む組織 － 

5 accountName*2 string 指定した文字列を含むアカウント － 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 members object メンバーのオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/members/9 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<members> 

 <member> 

  <memberId>9</memberId> 

  <accountCode>009</accountCode> 

  <accountId>12</accountId> 

  <accountName>植田 信貴</accountName> 

  <group1/> 

  <group2/> 

  <group3/> 

  <sectionId>3</sectionId> 

  <sectionName>開発 1課</sectionName> 

  <isEditable>False</isEditable> 

  <isBrowsable>False</isBrowsable> 

  <unitCost>4000</unitCost> 

 </member> 
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</members> 

 

4.3.2.3 メンバーの追加 

プロジェクトにメンバーを新規に追加します。 

 

 URI 

POST /projects/projectId /members 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

 

 リクエストサンプル 

POST http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/members 

 

<member> 

 <accountId>29</accountId> 

 <group1/> 

 <group2/> 

 <group3/> 

 <isEditable>False</isEditable> 

 <isBrowsable>False</isBrowsable> 

 <unitCost>3000</unitCost> 

</member> 

 

4.3.2.4 メンバー情報の更新 

指定されたメンバーの情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /projects/projectId /members/memberId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 memberId int メンバーID ○ 
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 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/members/207 

 
<member> 

 <accountId>29</accountId> 

 <group1/> 

 <group2/> 

 <group3/> 

 <isEditable>True</isEditable> 

 <isBrowsable>False</isBrowsable> 

 <unitCost>3000</unitCost> 

</member> 

 

4.3.2.5 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 無効なアカウントを指定する 

 プロジェクトに登録されていないアカウントの IDを指定して更新する 

 プロジェクトのメンバーに設定済みのアカウントを再度追加する 

 

4.3.3 ノード 

プロジェクトのノードの情報（名前、リソース名、開始日・終了日など）です。 

 

4.3.3.1 ノードのオブジェクト 

ノード情報を操作するオブジェクトは wbsnodeと wbsnodesです。それぞれが持つフ

ィールドは次の表の通りです。 

 

 wbsnodeオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int ノード ID △ ○ 

2 name string ノード名 ○ － 

3 code string コード － － 

4 outlineNumber string アウトライン番号 － ○ 

5 outlineLevel string アウトラインレベル － ○ 

6 outlineSequence string アウトラインシーケンス － ○ 

7 leaderId int リーダーのアカウント ID － － 

8 leader string リーダー名 － ○ 

9 assignments object リソース名 

詳細は後述の 4.3.4.1 項を

参照 

－ － 
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10 activityId int アクティビティ ID1 － － 

11 activityCode string アクティビティコード 1 － ○ 

12 activityName string アクティビティ名 1 － ○ 

13 activityId2 

～activityId5 

int アクティビティ ID2 

～アクティビティ ID5 
－ － 

14 activityCode2 

～activityCode5 

string アクティビティコード 2 

～アクティビティコード 5 
－ ○ 

15 activityName2 

～activityName5 

string アクティビティ名 2 

～アクティビティ名 5 
－ ○ 

16 plannedStartDate datetime 開始日 － － 

17 plannedFinishDate datetime 終了日 － － 

18 plannedTime int 計画工数（分） － － 

19 requiredDays int 必要日数 － － 

20 actualStartDate datetime 実績開始日 － ○ 

21 actualFinishDate datetime 実績終了日 － ○ 

22 actualTime int 実績工数（分） － ○ 

23 progress double 進捗率 － － 

24 progressExpression enum 進捗率の決定方法*1 － － 

25 outputScalePlan int 計画成果量 － － 

26 outputScaleActual int 実績成果量 － ○ 

27 plannedCost double 計画コスト － － 

28 actualCost double 実績コスト － － 

29 outputUnit string 規模単位 － － 

30 outputInfo string 成果物情報 － － 

31 outputProgress double 規模進捗率 － ○ 

32 outputProductivity double 生産性 － ○ 

33 description string ノードの説明 － － 

34 kind enum ノードの種類*2 

作成時のみ必須 
○*3 ○ 

35 duration int 期間 － ○ 

36 workingDayCount int 稼働日数 － ○ 

37 passedWorkingDayCount int 経過稼働日数 － ○ 

38 isFinished boolean TRUE: 完了 

FALSE: 未完了 
－ ○ 

39 finishDate datetime マイルストーンの完了日 － ○ 
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40 userPlannedFinishDate datetime 完了予定日 － ○ 

41 isTask boolean TRUE: タスク 

FALSE: タスクでない 
－ ○ 

42 isTaskPackage boolean TRUE: タスクパッケージ 

FALSE: タスクパッケージ

でない 

－ ○ 

43 isMilestone boolean TRUE: マイルストーン 

FALSE: マイルストーンで

ない 

－ ○ 

44 isProject boolean TRUE: プロジェクトノー

ド（ルートノード） 

FALSE: プロジェクトノー

ドでない 

－ ○ 

45 hasParent boolean TRUE: 親ノードを持つ 

FALSE: 親ノードを持たな

い 

－ ○ 

46 hasChildren boolean TRUE: 子ノードを持つ 

FALSE: 子ノードを持たな

い 

－ ○ 

47 plannedTimeDiffWithChildren int 子ノードとの工数差異

（分） 
－ ○ 

48 plannedTimeOfChildren int 子ノードの計画工数（分） － ○ 

49 plannedStartDateOfChildren datetime 子ノードの開始日 － ○ 

50 plannedFinishDateOfChildren datetime 子ノードの終了日 － ○ 

51 isOverdueAgainstParent boolean TRUE: 期間が親ノードを

超えている 

FALSE: 親ノードの期間内

に収まる 

－ ○ 

52 hasOverdueInChildren boolean TRUE: 期間を超える子ノ

ードが存在する 

FALSE: 期間内に子ノード

の期間が収まる 

－ ○ 

53 isOverdueAgainstProjectPlan boolean TRUE: プロジェクトの期

間を超えている 

FALSE: プロジェクトの期

間内に収まる 

－ ○ 
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54 isOverdue boolean TRUE: 実績期間が計画期

間を超えている 

FALSE: 実績期間が計画期

間内に収まる 

－ ○ 

55 isOverwork boolean TRUE: 実績工数が計画工

数を超えている 

FALSE: 実績工数が計画工

数以下 

－ ○ 

56 hasWarning boolean TRUE: 警告がある 

FALSE: 警告がない 
－ ○ 

57 status enum ステータス*4 － ○ 

58 isAssigned boolean TRUE: 自分が割り当てら

れている 

FALSE: 自分が割り当てら

れていない 

－ ○ 

59 hasAssignment boolean TRUE: リソースが割り当

てられている 

FALSE: リソースが割り当

てられていない 

－ ○ 

60 actualTimeOfResources int リソースの実績工数（分） － ○ 

61 isDifferentActualTimeAgainstR

esources 

boolean TRUE: 実績工数が割り当

てと異なる 

FALSE: 実績工数が割り当

てと同じ 

－ ○ 

62 hasExpressionRuntimeError boolean TRUE: 計算式でエラーが

発生している 

FALSE: 計算式にエラーが

ない 

－ ○ 

63 treePath string ツリーパス － ○ 

64 lockStatus boolean TRUE: 実績の入力・変更

が不可 

FALSE: 実績の入力・変更

が可能 

－ ○ 
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65 isLoadData boolean TRUE: 計画負荷の集計対

象 

FALSE: 計画負荷の集計対

象外 

－ ○ 

66 managedPlannedTime int 管理対象の計画工数（分） － ○ 

67 managedActualTime int 管理対象の実績工数（分） － ○ 

68 isDirty boolean TRUE: 更新されている 

FALSE: 更新されていない 
－ ○ 

69 saveNodeCache boolean TRUE: 公開ノードとする 

FALSE: 公開ノードとしな

い 

－ － 

70 isLeader boolean TRUE: 自分がノードのリ

ーダー 

FALSE: 自分がリーダーで

はない 

－ ○ 

71 hasNote boolean TRUE: 報告がある 

FALSE: 報告がない 
－ ○ 

72 isPlannedDateFixed boolean TRUE: 期間を固定してい

る 

FALSE: 期間を固定してい

ない 

－ － 

73 ShowInTimeSheet boolean TRUE: タイムシートのガ

ントチャートで表示して

いる 

FALSE: タイムシートのガ

ントチャートで表示して

いない 

－ － 

74 plannedEtv double 計画獲得工数（分） － ○ 

75 actualEtv double 実績獲得工数（分） － ○ 

76 plannedEv double 計画獲得コスト － ○ 

77 actualEv double 実績獲得コスト － ○ 

78 plannedProgress double 計画進捗率 － ○ 

79 actualProgress double 実績進捗率 － ○ 

80 spi double スケジュール指標 － ○ 

81 tpi double 工数指標 － ○ 

82 cpi double コスト指標 － ○ 
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83 sv double 遅れ期間 － ○ 

84 tv double 遅れ工数（分） － ○ 

85 cv double 遅れコスト － ○ 

86 svac double 最終予測遅れ期間 － ○ 

87 tvac double 最終予測遅れ工数（分） － ○ 

88 cvac double 最終予測遅れコスト － ○ 

89 estimatedFinishDate datetime 最終予測完了日 － ○ 

90 estimatedFinalTime double 最終予測工数 － ○ 

91 estimatedFinalCost double 最終予測コスト － ○ 

92 customNumber1 

～customNumber30 

double カスタムフィールド 

数値 1～数値 30 
－ － 

93 customDate1 

～customDate10 

datetime カスタムフィールド 

日付 1～10 
－ － 

94 customText1 

～customText10 

string カスタムフィールド 

文字列 1～10 
－ － 

95 children object 子ノードの情報*5 

（wbsnodes オブジェクト） 
－ － 

*1:「progressExpressionの文字列」を参照。 

*2:「kindの文字列」を参照。 

*3: ノードの追加時のみ必須。  

*4:「statusで取得される文字列」を参照。 

*5: ノード情報取得時に指定するデータ形式により、取得の可否が決まります。 

ツリー形式：取得可能 

リスト形式：取得不可 

 

 wbsnodesオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 wbsnode object wbsnodeオブジェクトの配列 － 
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 progressExpression の文字列 

No. 値 説明 タスク 
タスク 

パッケージ 

マイル 

ストーン 

1 managerDecided ユーザー入力値 ○ ○ ○ 

2 sameAsParent 親ノードと同じ値 ○ ○ ○ 

3 assignmentStatus 進捗率（0/50/100 法） ○ － － 

4 assignmentProgress 進捗率（リソース平均） ○ － － 

5 weightedMeanProgress 進捗率（加重平均） － ○ － 

6 outputScale 進捗率（規模進捗率） ○ ○ － 

7 leaderProgress 進捗率（リーダー） ○ － － 

8 expression 計算式 

取得のみ可能 
○ ○ ○ 

9 notUsed 進捗率（管理しない） ○ ○ － 

 

 kindの文字列 

No. 値 説明 

1 task タスク 

2 taskPackage タスクパッケージ 

3 milestone マイルストーン 

4 project プロジェクトノード 

 

 statusで取得される文字列 

No. 文字列 説明 

1 unassigned 未割り当て 

2 none 未着手 

3 active 作業中 

4 finish 完了 

5 n_A 対象外（N/A） 

 

4.3.3.2 ノード情報の取得 

指定したプロジェクトに登録されているWBSのノード情報を取得します。 

テンプレートパラメータで指定されたノードについて子ノードも含めて取得します。テ

ンプレートパラメータでノードを指定しない場合は、プロジェクトのすべてのノードを取

得します。 
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クエリパラメータを指定すると、条件に一致するノードの親ノードも取得します（子ノ

ードは取得しません）。 

 

 URI 

GET /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string ノード ID またはアウトライン番号 

値を指定しない場合、プロジェクトのすべて

のノード情報を配列で取得します。 

なお、後述するクエリパラメータにて入力さ

れた値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

2 convertType enum 取得時のデータ形式を指定します。 

tree: ツリー形式*1（既定値） 

list: リスト形式*2 

－ 

3 outlineLevel int 取得するアウトラインレベルの深さ 

0～16 まで指定でき、0 を指定すると末

端ノードまですべて取得します。 

－ 

4 fields*3 string 追加で取得するフィールド 

wbsnode オブジェクトのフィールドを

指定します。 

－ 

5 treePath*4 string 指定した文字列を含むノードパス － 

6 name*4 string 指定した文字列を含むノード名 － 

7 outlineNumber string アウトライン番号 － 
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8 leaderName*4 string 指定した文字列を含むリーダー名 － 

9 leaderAccountIds*3 string リーダーのアカウント ID － 

10 assignedAccountIds*3 string リソースのアカウント ID － 

11 nodeKind enum ノードの種類*5 

プロジェクトノードは指定不可 
－ 

*1: WBSの階層構造を保持したままノード情報を格納する形式。 

*2: WBSの階層構造を持たず、ノード情報をフラットに格納する形式。 

*3: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*4: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

*5:「4.3.3.1 ノードのオブジェクト」の「kindに指定可能な文字列」参照。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 wbsnodes object ノードのオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/22/wbsnodes/271

0 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<wbsnodes> 

 <wbsnode> 

  <id>2710</id> 

  <name>単体テスト実施</name> 

  <outlineNumber>3.11</outlineNumber> 

  <outlineLevel>2</outlineLevel> 

  <plannedStartDate>2012/03/01</plannedStartDate> 

  <plannedFinishDate>2012/03/02</plannedFinishDate> 

  <progress>0</progress> 

  <kind>taskPackage</kind> 

  <children> 

   <wbsnode> 

    <id>2646</id> 

    <name>単体テスト実施</name> 

    <outlineNumber>3.11.1</outlineNumber> 

    <outlineLevel>3</outlineLevel> 

    <plannedStartDate>2012/03/01</plannedStartDate> 

    <plannedFinishDate>2012/03/02</plannedFinishDate> 

    <progress>0</progress> 

    <kind>task</kind> 

   </wbsnode> 

   <wbsnode> 

    <id>2672</id> 
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    <name>単体テスト報告レビュー</name> 

    <outlineNumber>3.11.2</outlineNumber> 

    <outlineLevel>3</outlineLevel> 

    <plannedStartDate>2012/03/02</plannedStartDate> 

    <plannedFinishDate>2012/03/02</plannedFinishDate> 

    <progress>0</progress> 

    <kind>task</kind> 

   </wbsnode> 

  </children> 

 </wbsnode> 

</wbsnodes> 

 

4.3.3.3 ノードの追加 

プロジェクトにノードを追加します。 

 

 URI 

POST /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string 追加する場所の基準となるノードのノー

ド ID またはアウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力され

た値の種類を判定します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノー

ド ID を指定したとみなします。 

○ 
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 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

2 insertMode enum 追加時の挿入方法を指定 

children: 指定したノードの子ノードの

末端に追加（既定値） 

insertAfter: 指定したノードの下に同じ

アウトラインレベルで追加 

insertBefore: 指定したノードの上に同

じアウトラインレベルで追加 

－ 

 

 リクエストサンプル 

POST 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/111?

insertMode=children 

 
<wbsnode> 

 <name>仕様完了</name> 

 <plannedStartDate>2012/03/16</plannedStartDate> 

 <plannedFinishDate>2012/03/16</plannedFinishDate> 

 <progress>0</progress> 

 <kind>milestone</kind> 

</wbsnode> 

 

4.3.3.4 ノード情報の一括更新 

ツリー形式で定義したノード情報を利用してノードの更新と追加を一括で行います。 

定義したノード情報のうち、IDのないノードを追加対象とし、IDのあるノード情報は該当

するノードを更新します。 
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 URI 

PUT /projects/projectId /wbsnodes/massUpdate/idOrOutlinenumber 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string 編集範囲を包含する親ノードのノード ID ま

たはアウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum テンプレートパラメータ 

idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

2 insertMode enum 追加するノードの挿入方法を指定 

children: 指定したノードの子ノードの

末端に追加（既定値） 

insertAfter: 指定したノードの下に同じ

アウトラインレベルで追加 

insertBefore: 指定したノードの上に同

じアウトラインレベルで追加 

－ 
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 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/mass

Update/111 

 

<wbsnodes> 

 <wbsnode> 

  <id>4132</id> 

  <name>指摘修正</name> 

  <progress>100</progress> 

 </wbsnode> 

 <wbsnode> 

  <id>4954</id> 

  <name>仕様工程完了</name> 

  <progress>100</progress> 

 </wbsnode> 

</wbsnodes> 

 

4.3.3.5 ノード情報の更新 

指定されたノードの情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string 更新対象となるノードのノード ID またはア

ウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 
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 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/111 
 

<wbsnode> 

 <name>基本設計</name> 

 <code>BD001</code> 

 <plannedFinishDate>2012/03/20</plannedFinishDate> 

</wbsnode> 

 

4.3.3.6 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 プロジェクトに存在しないノードの IDを指定する 

 取得するフィールドを指定する際にフィールド名が重複する 

 ノードの追加場所をプロジェクトノードの前後に指定する 

 ノードの追加場所をアウトラインレベル 16のノードの子ノードに指定する 

 

4.3.4 リソース割り当て 

ノードに割り当てるリソースの情報（割り当て先のノード ID、割り当てるアカウントの

名前、計画工数など）です。 

 

4.3.4.1 リソース割り当てのオブジェクト 

リソース割り当てを操作するオブジェクトは assignmentと assignmentsです。それ

ぞれが持つフィールドは次の表の通りです。 
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 assignmentオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int リソース ID － ○ 

2 nodeId int 割り当て先ノード ID 

（一括更新により URI で指定した

ノードの子ノードにリソースを割

り当てる場合に、その子ノードの ID

を指定する） 

－ ○ 

3 accountId int 割り当てられているアカウン

トの ID 

（追加時のみ必須） 

－ ○ 

4 accountCode string 割り当てられているアカウン

トのコード 
－ ○ 

5 accountName string 割り当てられているアカウン

トの名前 
－ ○ 

6 plannedTime int 計画工数（分） － － 

7 actualTime int 実績工数（分） － ○ 

8 actualStartDate datetime 実績開始日 － ○ 

9 actualFinishDate datetime 実績終了日 － ○ 

10 plannedFinishDate datetime 完了予定日 － ○ 

11 progress int 進捗率 － － 

12 outputScaleActual int 実績成果量 － － 

13 comment string 報告 － ○ 

14 deleted boolean 無効フラグ 

（TRUE: 無効、FALSE: 有効） 
－ ○ 

 

 assignmentsオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 assignment object assignment オブジェクトの配列 － 
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4.3.4.2 リソース割り当て情報の取得 

指定されたリソース割り当ての情報を取得します。 

 

 URI 

GET /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber/assignments/ 

assignmentId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string ノード ID またはアウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合は、ノー

ド ID を指定したとみなします。 

○ 

3 assignmentId int リソース割り当て情報の ID 

指定しない場合はノードに割り当てられた

すべてのリソース割り当て情報を配列で取

得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

2 accountIds*1 string 割り当てられたアカウントの ID － 

3 sectionIds*1 string 割り当てられたアカウントが所属する

組織の ID 
－ 

4 accountName*2 string 割り当てられたアカウントの名前 － 

5 sectionName*2 string 割り当てられたアカウントが所属する

組織の名前 
－ 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 
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 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 assignments object リソース割り当てのオブジェクト 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/112/

assignments/125 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<assignments> 

 <assignment> 

  <id>125</id> 

  <nodeId>112</nodeId> 

  <accountId>10</accountId> 

  <accountCode>008</accountCode> 

  <accountName>岡本 直哉</accountName> 

  <plannedTime>0</plannedTime> 

  <actualTime>2</actualTime> 

  <actualStartDate>2011/12/30</actualStartDate> 

  <actualFinishDate>2011/12/30</actualFinishDate> 

  <plannedFinishDate>2012/02/22</plannedFinishDate> 

  <progress>100</progress> 

  <outputScaleActual>0</outputScaleActual> 

  <comment/> 

  <deleted>False</deleted> 

 </assignment> 

</assignments> 

 

4.3.4.3 リソース割り当ての追加 

タスクにリソースを割り当てます。 

 

 URI 

POST /projects/projectId / wbsnodes/idOrOutlinenumber/assignments 
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 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string リソース割り当ての対象となるノードのノ

ード IDまたはアウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumberに設定した値の種類

を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

 

 リクエストサンプル 

POST 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/112/

assignments 
 

<assignment> 

 <accountId>3</accountId> 

 <plannedTime>0</plannedTime> 

</assignment> 

 

4.3.4.4 リソース割り当て情報の一括更新 

ノードの複数のリソース割り当てを一括で更新します。 

 

 URI 

PUT /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber/assignments/ 

massUpdate 
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 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string リソース割り当ての一括更新の対象となる

ノードのノード ID またはアウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumber に設定した値の種

類を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

 

 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/112/

assignments/massUpdate 
 

<assignments> 

 <assignment> 

  <id>17598</id> 

  <plannedTime>600</plannedTime> 

  <progress>100</progress> 

 </assignment> 

 <assignment> 

  <id>125</id> 

  <plannedTime>600</plannedTime> 

  <progress>100</progress> 

 </assignment> 

 <assignment> 

  <id>127</id> 

  <plannedTime>600</plannedTime> 

  <progress>100</progress> 

 </assignment> 

</assignments> 
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4.3.4.5 リソース割り当て情報の更新 

指定されたリソース割り当ての情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /projects/projectId /wbsnodes/idOrOutlinenumber/assignments/ 

assignmentId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectId int プロジェクト ID ○ 

2 idOrOutlinenumber string 更新対象となるノードのノード ID またはア

ウトライン番号 

後述するクエリパラメータにて、入力された

値の種類を判断します。 

クエリパラメータを指定しない場合、ノード

ID を指定したとみなします。 

○ 

3 assignmentId int 更新対象となるリソース割り当て情報の ID ○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 idOrOutlinenumberType enum idOrOutlinenumber に設定した値の種

類を指定します。 

nodeId: ノード ID（既定値） 

outlineNumber: アウトライン番号 

－ 

 

 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/projects/4/wbsnodes/112/

assignments/17598 
 

<assignment> 

 <plannedTime>600</plannedTime> 

 <progress>100</progress> 

 <outputScaleActual>20</outputScaleActual> 

</assignment> 
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4.3.4.6 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 割り当て対象のノードがプロジェクトに存在しない 

 割り当て対象のメンバーがプロジェクトに登録されていない 
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 タイムシート 4.4

TimeTracker FXにて各メンバーが入力した実績とその関連情報です。 

Web APIで操作可能なデータは以下の項目となります。 

 実績工数（実績単位） 

 実績工数（日単位） 

 割り当てプロジェクト 

 割り当てタスク 

 

4.4.1 実績工数（実績単位） 

メンバーがタイムシートで入力した個別の実績工数単位の情報（タスク名や作業時間な

ど）です。 

 

4.4.1.1 実績工数（実績単位）のオブジェクト 

実績工数（実績単位）情報を操作するオブジェクトには、actualTimeと actualTimes

の 2つがあります。それぞれが持つフィールドは次の表の通りです。 

 

 actualTimeオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 id int 作業実績 ID － ○ 

2 taskId int タスク ID（ノード ID） ○ － 

3 taskName string タスク名 － ○ 

4 memo string メモ － － 

5 workDate datetime 作業日 

startTimeと同じ日付で時刻が 0:00

となります。 

－ ○ 

6 startTime datetime 開始日時 ○ － 

7 finishTime datetime 終了日時 ○ － 

8 workingMinutes int 作業時間（分） － ○ 

9 projectId int プロジェクト ID ○ － 

10 projectCode string プロジェクトコード － ○ 

11 projectName string プロジェクト名 － ○ 

12 deleted* boolean 削除されているか 

（TRUE: 削除済み、FALSE:存在する） 
－ － 

*: deletedは一括更新時のみ TRUEへの変更が可能。その他の場合は取得も変更もできない。 
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 actualTimesオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 actualTime object actualTime オブジェクトを配列で持つ － 

 

4.4.1.2 実績工数（実績単位）情報の取得 

指定された実績工数（実績単位）の情報を取得します。 

 

 URI 

GET /accounts/accountId /actualTimes/actualTimeId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 actualTimeId int 作業実績 ID 

指定しない場合、すべての作業実績を配列

で取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 startDate datetime 取得対象期間の開始日 

指定しない場合、前月の 1 日から取得 
－ 

2 finishDate datetime 取得対象期間の終了日 

指定しない場合、翌月の末日まで取得 
－ 

3 projectIds*1 string プロジェクト ID － 

4 nodeIds*1 string ノード ID － 

5 projectName*2 string 指定した文字列を含むプロジェクト － 

6 nodeName*2 string 指定した文字列を含むノード － 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 actualTimes object 実績工数（実績単位）のオブジェクトの配列 
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 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes/

10222?startDate=2012-01-01&finishDate=2012-01-31 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<actualTimes> 

 <actualTime> 

  <id>10222</id> 

  <taskId>135</taskId> 

  <taskName>顧客対応</taskName> 

  <memo/> 

  <workDate>2012/01/17 00:00:00</workDate> 

  <startTime>2012/01/17 17:00:00</startTime> 

  <finishTime>2012/01/17 18:30:00</finishTime> 

  <workingMinutes>90</workingMinutes> 

  <projectId>4</projectId> 

  <projectCode>PRJ-001</projectCode> 

  <projectName>R商品開発</projectName> 

 </actualTime> 

</actualTimes> 

 

4.4.1.3 実績工数（実績単位）情報の追加 

指定された実績工数（実績単位）の情報を追加します。 

 

 URI 

POST /accounts/accountId /actualTimes 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

 

 リクエストサンプル 

POST 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes 

 

<actualTime> 

 <taskId>135</taskId> 

 <memo/> 

 <startTime>2014/02/26 10:00:00</startTime> 

 <finishTime>2014/02/26 11:30:00</finishTime> 

 <projectId>4</projectId> 

</actualTime> 
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4.4.1.4 実績工数（実績単位）情報の一括更新 

アカウントの実績工数データを一括で更新します。更新に加えて追加や削除の処理にも

対応しています。 

データの更新や追加、削除をまとめて実行することもできます。 

 

 URI 

PUT /accounts/accountId /actualTimes/massUpdate 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 startDate* datetime 更新対象の実績工数が含まれる期間の

開始日 

指定しない場合、リクエストに含まれ

るデータの中で一番早い日付になりま

す。 

－ 

2 finishDate* datetime 更新対象の実績工数が含まれる期間の

終了日 

指定しない場合、リクエストに含まれ

るデータの中で一番遅い日付になりま

す。 

－ 

*: 日付の変更を伴う実績工数の更新の場合、更新前と更新後それぞれの日付を含む期間を startDate と

finishDateで指定します。 

 追加と削除のみ実施する場合は、指定する必要がありません。 

 

 リクエスト 

リクエストには実績工数のオブジェクトデータを設定します。 

実績工数のオブジェクトデータを以下のように設定すると、追加と削除の実行が可能

です。 

・追加：idフィールドを指定しない 

・削除：deleted フィールドを TRUEにする 
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 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes/

massUpdate 

 

<actualTimes> 

 <actualTime> 

  <taskId>250</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 09:00:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 10:00:00</finishTime> 

  <projectId>6</projectId> 

 </actualTime> 

 <actualTime> 

  <taskId>249</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 10:00:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 10:30:00</finishTime> 

  <projectId>6</projectId> 

 </actualTime> 

 <actualTime> 

  <taskId>2682</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 10:30:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 12:00:00</finishTime> 

  <projectId>22</projectId> 

 </actualTime> 

 <actualTime> 

  <taskId>2682</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 13:00:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 16:00:00</finishTime> 

  <projectId>22</projectId> 

 </actualTime> 

 <actualTime> 

  <taskId>279</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 16:00:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 17:30:00</finishTime> 

  <projectId>9</projectId> 

 </actualTime> 

 <actualTime> 

  <taskId>2621</taskId> 

  <memo/> 

  <startTime>2014/02/27 17:30:00</startTime> 

  <finishTime>2014/02/27 18:00:00</finishTime> 

  <projectId>22</projectId> 

 </actualTime> 

</actualTimes> 
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4.4.1.5 実績工数（実績単位）情報の更新 

アカウントの指定した実績工数を更新します。 

 

 URI 

PUT /accounts/accountId /actualTimes/actualTimeId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 actualTimeId Int 更新する作業実績 ID ○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 startDate* datetime 更新対象の実績工数が含まれる期間の

開始日 

指定しない場合、リクエストに含まれ

るデータの開始日になります。 

－ 

2 finishDate* datetime 更新対象の実績工数が含まれる期間の

終了日 

指定しない場合、リクエストに含まれ

るデータの終了日になります。 

－ 

*: 日付の変更を伴う実績工数の更新の場合、更新前と更新後それぞれの日付を含む期間を startDate と

finishDateで指定します。 

 

 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes/

10541 

 

<actualTime> 

 <taskId>2621</taskId> 

 <memo/> 

 <startTime>2014/02/28 17:30:00</startTime> 

 <finishTime>2014/02/28 18:00:00</finishTime> 

 <projectId>22</projectId> 

</actualTime> 
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4.4.1.6 実績工数（実績単位）情報の削除 

アカウントの指定した実績工数を削除します。 

 

 URI 

DELETE /accounts/accountId /actualTimes/actualTimeId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 actualTimeId Int 削除する作業実績 ID ○ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 startDate* datetime 削除対象の実績工数が含まれる期間の

開始日 

指定しない場合、前月の 1 日になる 

－ 

2 finishDate* datetime 削除対象の実績工数が含まれる期間の

終了日 

指定しない場合、翌月の末日になる 

－ 

*: 削除対象の実績が前月から来月までに含まれない場合、startDate、finishDate で削除対象の実績を含

む期間を指定します。 

 

 リクエストサンプル 

DELETE 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/actualTimes/

10541 

 

4.4.1.7 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 実績取得対象のアカウントが無効または存在しない 

 メソッドを実行する期間として、startDate > finishDate となる値を指定する 

 追加・更新・削除する実績がロックされた期間に含まれる 

 追加・更新・削除する実績のタスクがロックされている 

 更新する実績について更新前と更新後の日付が更新対象期間に存在しない 

 削除する実績が削除対象期間に存在しない 
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4.4.2 実績工数（日単位） 

メンバーがタイムシートで入力した実績工数を日単位に集計した情報（開始日時や終了

日時、作業時間など）です。 

なお、リソース負荷の計算対象外に設定したプロジェクトの実績工数は、取得するデー

タに含まれません。 

 

4.4.2.1 実績工数（日単位）のオブジェクト 

実績工数（日単位）情報を操作するオブジェクトには、dailyActualTime と

dailyActualTimes の 2つがあります。それぞれが持つフィールドは次の表の通りです。 

 

 dailyActualTimeオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID － 

2 workDate datetime 作業日 

startTime と同じ日付で時刻が 0:00 となり

ます。 

－ 

3 startTime datetime 開始日時 － 

4 finishTime datetime 終了日時 － 

5 workingMinutes int 作業時間（分） － 

 

 dailyActualTimes オブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 

1 dailyActualTime object dailyActualTimeオブジェクトを配列で持つ 

 

4.4.2.2 実績工数（日単位）情報の取得 

指定された実績工数（日単位）の情報を取得します。 

 

 URI 

GET /accounts/accountId /dailyActualTimes 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 
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 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 startDate datetime 取得対象期間の開始日 

指定しない場合は前月の 1 日から取得 
－ 

2 finishDate datetime 取得対象期間の終了日 

指定しない場合は翌月の末日まで取得 
－ 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 dailyActualTimes object 実績工数（日単位）のオブジェクトの配列 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/dailyActualT

imes?startDate=2012-01-17&finishDate=2012-01-17 

 

 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<dailyActualTimes> 

 <dailyActualTime> 

  <accountId>10</accountId> 

  <workDate>2012/01/17 00:00:00</workDate> 

  <startTime>2012/01/17 09:00:00</startTime> 

  <finishTime>2012/01/17 19:30:00</finishTime> 

  <workingMinutes>570</workingMinutes> 

 </dailyActualTime> 

</dailyActualTimes> 

 

4.4.2.3 エラー 

以下の場合にエラーが発生します。 

 実績の取得対象となるアカウントが無効または存在しない 

 startDate > finishDate となる値を取得対象期間に指定する 

 

4.4.3 割り当てプロジェクト 

メンバーが割り当てられたプロジェクトの情報（計画開始日や計画終了日、プロジェク

ト名など）です。 

 

4.4.3.1 割り当てプロジェクトのオブジェクト 

割り当てプロジェクト情報を操作するオブジェクトには、assignedProject と

assignedProjectsの 2つがあります。それぞれが持つフィールドは次の表の通りです。 
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 assignedProjectオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 

1 id int プロジェクト ID － 

2 code string プロジェクトコード － 

3 name string プロジェクト名 － 

4 managerId int マネージャのアカウント ID － 

5 managerName string マネージャのアカウント名 － 

6 category1 

～category30 

string プロジェクトカテゴリ 1～30 の設定値 
－ 

7 plannedStartDate datetime プロジェクトの計画開始日 － 

8 plannedFinishDate datetime プロジェクトの計画終了日 － 

 

 assignedProjects オブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 

1 assignedProject object assignedProject オブジェクトを配列で持つ 

 

4.4.3.2 割り当てプロジェクト情報の取得 

指定された割り当てプロジェクトの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /accounts/accountId /assignedProjects/projectId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 projectId int プロジェクト ID 

指定しない場合、すべての割り当てられた

プロジェクトを配列で取得します。 

－ 
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 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 projectIds*1 string プロジェクト ID  － 

2 sectionIds*1 string 組織 ID － 

3 managerIds*1 string マネージャのアカウント ID － 

4 projectName*2 string 指定した文字列を含むプロジェクト － 

5 sectionName*2 string 指定した文字列を含む組織のプロジェクト － 

6 managerName*2 string 指定した文字列を含むマネージャのプロジェ

クト 
－ 

*1: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*2: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 assignedProjects object 割り当てプロジェクトのオブジェクトの配列 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/assignedProj

ects 
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 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<assignedProjects> 

 <assignedProject> 

  <id>22</id> 

  <code>PRJ-099</code> 

  <name>A機能の開発</name> 

  <managerId>10</managerId> 

  <managerName>岡本 直哉</managerName> 

  <category1>A社</category1> 

  <category2>開発</category2> 

  <category3>請負</category3> 

  <category4>高</category4> 

  <category5/> 

  （省略） 

  <category30/> 

  <PlannedStartDate>2013/11/30</PlannedStartDate> 

  <PlannedFinishDate>2014/02/28</PlannedFinishDate> 

 </assignedProject> 

 <assignedProject> 

  <id>6</id> 

  <code>PRJ-002</code> 

  <name>S機器の開発</name> 

  <managerId>10</managerId> 

  <managerName>岡本 直哉</managerName> 

  <category1>C社</category1> 

  <category2>開発</category2> 

  <category3>請負</category3> 

  <category4>高</category4> 

  <category5/> 

  （省略） 

  <category30/> 

  <PlannedStartDate>2013/12/16</PlannedStartDate> 

  <PlannedFinishDate>2014/04/30</PlannedFinishDate> 

 </assignedProject> 

</assignedProjects> 

 

4.4.4 割り当てタスク 

メンバーが割り当てられたタスクの情報（タスク名や進捗率、計画工数など）です。 

なお、TimeTracker FX のタイムシートでタスクツリーに表示されないタスク(終了済み

プロジェクトのタスク、実績入力がロックされたタスク)は含まれません。 

 

4.4.4.1 割り当てタスクのオブジェクト 

割り当てタスク情報を操作するオブジェクトには、assignedTask と assignedTasks

の 2つがあります。それぞれが持つフィールドは次の表の通りです。 
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 assignedTaskオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 必須 読取専用 

1 nodeId*1 int ノード ID － ○ 

2 Kind string ノード種別 － ○ 

3 code*1 string タスクコード － ○ 

4 name string ノード名 － ○ 

5 outlineLevel int アウトラインレベル － ○ 

6 projectId int プロジェクト ID － ○ 

7 projectCode*1 int プロジェクトコード － ○ 

8 projectName*1 string プロジェクト名 － ○ 

9 plannedStartDate*1 datetime 開始日 － ○ 

10 plannedFinishDate*1 datetime 終了日 － ○ 

11 outlineNumber string アウトライン番号 － ○ 

12 leaderId*1 int リーダーID － ○ 

13 leaderName*1 string リーダー名 － ○ 

14 plannedTime*1 int 計画工数（分単位） － ○ 

15 actualTime*1 int 実績工数（分単位） － ○ 

16 isFinished*1 boolean タスクが完了状態か 

（TRUE:完了、FALSE:未完了） 
－ ○ 

17 progress*1 int タスクの進捗率 － ○ 

18 assignmentProgress*1 int 割り当てられたメンバーの

進捗率 
－ － 

19 progressExpression*1 string 進捗率の決定方法*2 － ○ 

20 userPlannedFinishDate*1 datetime 完了予定日 － － 

21 outputScalePlan*1 int 計画成果量 － ○ 

22 outputScaleActual*1 int 実績成果量 － － 

23 outputUnit*1 string 成果量の単位 － ○ 

24 outputInfo*1 string 成果物情報 － ○ 

25 description*1 string 説明 － ○ 

26 comment*1 string 報告 － － 

27 activityId*1 Int アクティビティ 1の ID － ○ 

28 activityCode*1 string アクティビティ 1のコード － ○ 

29 activityName*1 string アクティビティ 1の名前 － ○ 
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30 isAssigned*1 boolean タスクが割り当てられてい

るか 

TRUE:割り当てられている 

FALSE:割り当てられていな

い 

－ ○ 

31 lockStatus*1 boolean 実績入力のロック状態 

TRUE:ロックされている 

FALSE:ロックされていない 

－ ○ 

32 children object 子ノードの情報*3 

（assignedTask オブジェクト） 
－ － 

*1: ノードがタスクパッケージの場合、本要素は存在しません。 

*2:「progressExpressionの文字列」を参照。 

*3: ノード情報取得時に指定するデータ形式により、取得の可否が決まります。 

ツリー形式：取得可能 

リスト形式：取得不可 

 

 assignedTasksオブジェクト 

No. フィールド データ型 説明 読取専用 

1 assignedTask object assignedTask オブジェクトを配列で持つ － 

 

 progressExpression の文字列 

No. 値 説明 

1 managerDecided ユーザー入力値 

2 sameAsParent 親ノードと同じ値 

3 assignmentStatus 進捗率（0/50/100 法） 

4 assignmentProgress 進捗率（リソース平均） 

5 outputScale 進捗率（規模進捗率） 

6 leaderProgress 進捗率（リーダー） 

7 expression 計算式 

8 notUsed 進捗率（管理しない） 
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4.4.4.2 割り当てタスク情報の取得 

指定された割り当てタスクの情報を取得します。 

 

 URI 

GET /accounts/accountId /assignedProjects/projectId /assignedTasks/nodeId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 projectId int プロジェクト ID ○ 

3 nodeId Int ノード ID 

指定しない場合、プロジェクトに含むすべ

ての割り当てタスクを配列で取得します。 

－ 

 

 クエリパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 convertType enum 取得時のデータ形式を指定します。 

tree: ツリー形式*1 

list: リスト形式*2（既定値） 

－ 

2 includeTaskPackage*3 boolean タスクパッケージを含めるか 

（TRUE: 含める、FALSE: 含めない（既定値）） 
－ 

3 treePath*4 string 指定した文字列を含むツリーパス － 

4 name*4 string 指定した文字列を含むノード － 

5 outlineNumber*4 string アウトライン番号 

前方一致で一致するノードをすべて含む 
－ 

6 leaderIds*5 string リーダーID － 

7 leaderName*4 string 指定した文字列を含むリーダー － 

8 startDate datetime 指定した開始日以降に始まるタスク － 

9 finishDate datetime 指定した終了日以前に完了するタスク － 

10 outlineLevel int 取得するアウトラインレベルの深さ 

0～16 まで指定でき、0 を指定すると末端

ノードまですべて取得します。 

－ 

11 nodeKind enum ノード種別*6 － 



TimeTracker FX Web API ガイド 

Copyright © DENSO CREATE INC. All rights reserved.  96 

 

12 excludeParentNode boolean 親ノードの情報を除くか 

TRUE: 親ノードを除く 

FALSE: 親ノードを含む（既定値） 

－ 

*1: WBSの階層構造を保持したままノード情報を格納する形式。 

*2: WBSの階層構造を持たず、ノード情報をフラットに格納する形式。 

*3: includeTaskPackageがFALSEの場合は、convertTypeの設定に関係なくリスト形式で出力します。 

*4: 値を半角スペースで区切ることにより、複数の条件すべてに一致する対象が指定可能。 

*5: 値を「 , 」で区切ることにより、複数の対象が指定可能。 

*6: 「nodeKindで指定できる表示文字列」を参照。 

 

 nodeKindで指定できる表示文字列 

No. 文字列 説明 

1 task タスク 

2 taskPackage タスクパッケージ 

 

 レスポンス 

No. レスポンス データ型 説明 

1 assignedTasks object 割り当てタスクのオブジェクトの配列 

 

 リクエストサンプル 

GET 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/assignedProj

ects/24/assignedTasks/4088 
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 レスポンスサンプル 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<assignedTasks> 

 <assignedTask> 

  <nodeId>4088</nodeId> 

  <kind>task</kind> 

  <code>CCC0</code> 

  <name>製作</name> 

  <outlineLevel>3</outlineLevel> 

  <projectId>24</projectId> 

  <projectCode>PRJ-100</projectCode> 

  <projectName>B製品の開発</projectName> 

  <plannedStartDate>2014/01/28</plannedStartDate> 

  <plannedFinishDate>2014/02/03</plannedFinishDate> 

  <outlineNumber>2.8.2</outlineNumber> 

  <leaderId>16</leaderId> 

  <leaderName>長岡 裕子</leaderName> 

  <plannedTime>1260</plannedTime> 

  <actualTime>90</actualTime> 

  <isFinished>False</isFinished> 

  <progress>30</progress> 

  <assignmentProgress>0</assignmentProgress> 

  <progressExpression>managerDecided</progressExpression> 

  <userPlannedFinishDate>1753/01/01</userPlannedFinishDate> 

  <outputScalePlan>1286</outputScalePlan> 

  <outputScaleActual>0</outputScaleActual> 

  <outputUnit/> 

  <outputInfo/> 

  <description/> 

  <comment/> 

  <activityId>7</activityId> 

  <activityCode>CD</activityCode> 

  <activityName>製作</activityName> 

  <isAssigned>True</isAssigned> 

  <lockStatus>False</lockStatus> 

 </assignedTask> 

</assignedTasks> 
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4.4.4.3 割り当てタスク情報の更新 

指定された割り当てタスクの情報を更新します。 

 

 URI 

PUT /accounts/accountId /assignedProjects/projectId /assignedTasks/nodeId 

 

 テンプレートパラメータ 

No. パラメータ データ型 説明 必須 

1 accountId int アカウント ID ○ 

2 projectId int プロジェクト ID ○ 

3 nodeId Int ノード ID ○ 

 

 リクエストサンプル 

PUT 

http://WebServer/TimeTrackerFX3.8.0/xmlWebService.svc/accounts/10/assignedProj

ects/24/assignedTasks/4088 

 

<assignedTask> 

 <assignmentProgress>5</assignmentProgress> 

 <userPlannedFinishDate>2014/03/04</userPlannedFinishDate> 

 <outputScaleActual>60</outputScaleActual> 

 <comment/> 

</assignedTask> 
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 レスポンスコード 4.5

 

4.5.1 レスポンスコードの種類 

Web サーバーから返ってくるコード（レスポンスコード）を示します。エラーの場合は

内容を確認し、必要な対策や修正を行ってください。 

 

 Webサーバーからの応答 

No. 
レスポンス 

コード 
状態 

1 200 エラーなしで処理が完了しました。 

状態としては以下のいずれかになります。 

 正常にデータを取得 

 新しいオブジェクトを作成 

 何も取得しない 

2 400 ユーザーから受け取ったパラメータ、リクエストの内容に不備があ

ります。具体例を以下に示します。 

 対象となるデータが存在しない※1 

 無効に設定されているデータをリクエスト中のオブジェクト

に指定した 

 リクエスト中のオブジェクトに入力不可の値を設定した 

 ユニークな値が必要なフィールドに重複する値を指定した 

 操作に必要な権限が不足している 

 プロジェクトノードと同じ階層にノードを追加した 

 アウトラインレベルの上限を超える階層にノードを追加した 

3 401 認証に失敗した。 

4 404 指定したソース(URI)が存在しない。 

5 405 使用できない HTTP メソッドを使用した。 

6 411 HTTP リクエストヘッダに Content-Length の指定がない。 

7 500 サーバー側でエラーが発生した。 

※1データ取得時は 0件のデータを取得し、レスポンスコード 200を返します。 
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4.5.2 エラーが発生するリクエスト 

Web API使用時のリクエストの記述内容が不適切な場合、エラーが発生します。リクエ

ストの内容に問題がある場合はレスポンスコードで 400 を返し、URI に問題がある場合は

レスポンスコードで 404を返します。具体例は以下のとおりです。 

 

 必須のパラメータを指定していない 

 データ型に合わない値を指定した 

 boolean型や enum型で定義された文字列以外を指定した 

 追加や更新時に定義するオブジェクトの形式が正しくない 
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